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1. 業務概要 

1-1.  業務目的 

東日本大震災における巨大津波は、藻場、干潟等の生物の産卵・生育場を壊滅的に破壊し、さら

に沿岸域の状況や海底地形が大きく変化することで、沿岸域における栄養塩の循環機構も震災前と

大きく変貌している。特に閉鎖性海域では、その地形的特徴から今後の人間活動の変化に伴う汚濁

負荷の影響を受けた水質悪化が懸念される。 

このため、被災地に位置する閉鎖性海域のうち、汚濁負荷の大きい５つの海域を対象に、水質、

底質、水生生物等について調査を行い、震災後の状況を把握することにより、今後の豊かで健全な

海域環境の再生、保全に資することを目的とする。 

 

1-2.  業務概要 

(1) 業務の件名：平成 23 年度閉鎖性海域モニタリング調査業務 

(2) 履行期間：平成 24 年 1 月 20 日～平成 24 年 3 月 30 日 

(3) 委託者：環境省 

(4) 受注者：三洋テクノマリン株式会社 東京本社 

管理技術者：技術第 2部 吉川 勝志 

 

1-3.  調査場所 

本業務の調査場所は被災地に位置する以下の 5つの閉鎖性海域である。 

 

① 宮古湾 ② 大槌湾 ③ 広田湾 ④ 気仙沼湾 ⑤ 松島湾 

 

図 1-1 に本業務全体の調査位置を示す。 
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図 1-1 調査位置 
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1-4. 調査概要 

本業務は、各対象海域について以下に示す項目を実施した。 

(1) 事前調査： 研究機関等へのヒアリングおよび既存文献の整理による震災前後の海域情報に

ついてのとりまとめ 

(2) 現地調査： 被害状況の把握、再生に向けた検討を行うために不足する情報を得るための現

地調査 

(3) 取りまとめ： 事前調査および現地調査の結果についてのとりまとめ 

 

1-5. 業務工程 

本業務の実施工程は、図 1-2に示すとおりである。 

 

3/30
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3/1,2,4

最終報告

1/20 2/10

広田湾

気仙沼湾

3/2,3,5

2/28

松島湾

1/26～ 2/6

2/25,26 3/8

2/29 3/9

室内分析

報告書作成

打合せ

事前調査

現地調査

関係者ヒアリング

既往資料整理

宮古湾

大槌湾

下旬

申請期間

2月 3月１月

下旬 上旬 中旬

計画準備 漁協説明

海保申請

下旬 上旬 中旬

 

図 1-2 業務工程 
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1-6. 成果品 

業務成果について、報告書に取りまとめた。報告書には分布図（干潟・アマモ場の分布状況が

震災の前後で視覚的に比較できるもの、水質等調査地点を記したもの）を含むものとし、詳細に

ついては環境省担当官と調整した。 

成果物は、報告書 50 部（A4 版 100 頁程度）とした。さらに、報告書の電子データを収納し

た電子媒体(CD-ROM または DVD-ROM)２式を環境省水・大気環境局水環境課閉鎖性海域対策室に提

出した。 
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2. 事前調査（海域環境の調査結果等の情報の整理） 

2-1. 調査方法 

各対象海域においては、様々な機関、研究者等により、震災の被害状況の把握、再生の必要性を

さぐるための水質調査、底質調査、水生生物調査、干潟・藻場分布調査等が実施・計画されている。 

これら機関等へのヒアリング、既存文献の調査を実施し、対象海域毎に情報を収集・整理の上、

震災前後の海域状況についてとりまとめた。 

対象情報は、水質調査結果、底質調査結果、水生生物調査結果（プランクトン、底生生物）、干

潟・アマモ場分布状況・生物調査結果、今後の調査計画等とした。なお、比較対象となる「震災前

の情報」については、可能な限り新しい情報とした。 

ヒアリングを実施する団体は、大学・研究機関などとし、環境省担当官と協議の上決定した。 

 

2-2. ヒアリング 

ヒアリングの実施状況を、表 2-1に示す。 

ヒアリングは平成 24年 1月 26日～2月 6日に、計 15機関・研究者に実施した。ヒアリング調

査の結果を表 2-2にまとめた。 
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表 2-1 ヒアリング実施一覧 

宮
古

大
槌

広
田

気
仙

沼

松
島

NPO法人
宮古湾の藻場・
干潟を考える会

山根会長
1/30
 対面

宮古湾におけるアマモ場の重要性、環境学習の
状況、震災により大きな被害を受けたこと、東
京大学と連携し、調査を実施していること　な
ど

○

岩手漁業協同組合連合会
北部支所

湊支所長
長洞業務第二課長

1/30
 対面

湾内の地形の変化、津軽石川の水質変化への懸
念　など

○

東京大学大気海洋研究所
センター所長大竹教授

小松教授
福田助教

2/3, 2/6
　対面

既往調査の概要、震災により残存しているアマ
モの調査状況、震災後の調査体制、取りまとめ
の留意点　など

○

北海道大学理学部
生物科学科

仲岡教授
2/5
対面

震災後の調査体制、アマモの復活状況、調査上
の観点　など

○ ○

NPO法人
　森は海の恋人

畠山信　副理事長
田中　京都大学名誉教授
横山 首都大学東京准教授
益田 京都大学准教授

1/26
 対面

震災前の状況、震災後の状況、アマモ場の存在
と現状　など

○

石巻専修大学 玉置准教授 メール
震災前の状況、震災後の状況、アマモ場の意
義、調査上の注意事項　など

○

東北大学大学院
工学研究科

西村教授
NPO環境生態工学研究所

　佐々木理事

2/4
 対面

震災前の状況、震災後の状況、アマモ場の存在
と現状、再生に向けた考え方　など

○ ○

東北大学大学院
生命科学研究科

占部教授
1/31
 対面

震災前の状況、震災後の調査の状況、震災後の
影響の考え方　など

○ ○

〃 鈴木助教
2/2
 対面

松島湾のアマモ場、干潟の被災状況、震災後の
生態系変化のメカニズム　など

○ ○

独立行政法人
水産総合研究センター
東北区水産研究所

小谷研究推進部長
神山主幹研究員

1/30
 対面

震災前の状況、震災後の調査の状況、震災後の
影響の考え方　など

○ ○ ○ ○ ○

岩手県環境生活部
環境保全課環境調整担当

葛西昌彦　技師
水産技術センター

を
紹介いただく

－

岩手県水産技術センター

【増養殖部】
久慈部長

大村専門研究員
【漁場保全部】

　加賀主任専門研究員
内記専門研究員

2/2
 対面

震災前の状況、震災後の状況、震災後の調査に
ついて、水産業からみた震災の影響　など

○ ○ ○

宮城県漁業協同組合 桜井　指導課長
1/30
 対面

調査時の注意事項、震災による影響、要望　な
ど

○ ○

宮城県環境生活部
環境対策課水環境班

大熊一也　担当
1/27
 対面

震災前の状況、震災後の状況、震災後の調査に
ついて、「松島湾リフレッシュ事業」の進捗
など

○ ○

財団法人　国立公園協会 西塔理事
1/27
 対面

震災後の調査の状況、震災後の再生に向けた考
え方など

○ ○

機関名
対象者

（代表者）
ヒアリング
実施状況

聞き取り事項概要

ご意見いただいた海域
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表 2-2(1) ヒアリング結果一覧〔宮古湾〕 

ヒアリング対象 震災前後の調査状況 今後の調査予定 被害の状況、震災後の変化
調査地点、調査方法についての

アドバイス、留意事項
調査実施にあたっての

要望
その他

財団法人 国立公園協会
　西塔氏

－ － ・宮古湾ではいまだ透明度が悪い状態が続
いている。

－ － －

東京大学
大気海洋研究所
大竹 教授
小松 教授

－ ・国土交通省がアマモの調査を予定
している。

－ － － －

独立行政法人
東北区水産研究所
小谷 部長
神山 主幹研究員

・水産庁の委託で平成23年の夏季
に調査を実施。平成24年2月18日に
報告会の予定している。
・震災後アマモ調査を実施している。
・岩手県が水・底質調査を実施して
いる。

・水産庁の委託で年度内に50～60
地点で底質調査を実施予定してい
る。

－ － － －

NPO法人
宮古湾の藻場・干潟を考える会
　山根　会長

・昨年、岩手県立大がアマモの詳細
分布を調査している。
・東北区水産研究所（栽培漁業セン
ター）で、継続的な調査が実施され
ている。震災後も実施中。
・国土交通省が2月に水底質調査を
実施する。地点配置は、湾奥部25地
点、湾央部11地点程度。

－ ・震災の被害は、湾奥部（津軽石川）河口付
近が最も大きく、湾奥部でも西側の被害が
特に大きかった。
・アマモは、以前、津軽石川の沖合とその東
西に分布していた。
・アマモは宮古湾内東寄りの海域は水深が
深いため、東側の分布は幅細く、西側では
幅広く広範囲に分布していた。震災の被害
が湾奥部の西側（地名：金浜地先）で大き
かったため、西側のアマモはほとんど消失し
ている。湾奥部と東側（地名：赤前地先）は、
僅かに残っているようである。
・地盤の上昇沈下などの大きな変化はみら
れないが、砂は多少流出している。

－ － ・天然のヒラメ稚魚の成育場とし
て、湾奥部は重要であった。また、
サケの放流も行っており、湾奥部を
稚魚の成育場として早く回復させ
たい。
・アマモについては、地元の子供た
ちと環境教育の一環として、回復さ
せたい。
・宮古周辺の漁船はほとんどが震
災により失われてしまった。大規模
な調査は困難かもしれない。

岩手県水産技術センター
　　増養殖部
久慈康支 増養殖部長
大村敏昭 専門研究員
　　漁業保全部
加賀新之助 主任専門研究員
内記公明 専門研究員

・東北区水産研究所が以前から調査
しており、今年も実施した。
・水質調査は実施していない。
・過年度に底生生物調査を実施して
いる。津波による冠水のため、データ
は損失しているが紙媒体であれば存
在している。
＊報告書提供（①）

－ ・アマモ場はほとんど消失した（NPO情報） ・調査地点は、公共用水域調査で以
前から実施している地点以外では漁
業協同組合の承認は難しいかもしれ
ない。
・調査可能と考えられる地点は、
「S6、S7、S8」である。

－ ・アマモ場については「再生」という
視点で取り組む意向は持っていな
い。

＊入手資料 ①：平成20年度底質評価調査（宮古湾）に係る底生生物分類・同定業務委託報告書  
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表 2-2(2) ヒアリング結果一覧〔大槌湾〕 

ヒアリング対象 震災前後の調査状況 今後の調査予定 被害の状況、震災後の変化
調査地点、調査方法についての

アドバイス、留意事項
調査実施にあたっての

要望
その他

東京大学
大気海洋研究所
福田 助教

・北里大学、神戸女子大学、東京農
工大学、岩手大学、愛媛大学などが
調査を実施している。
・外部の大学も生物系の調査が多
く、流況などの物理系の調査は少な
い。
・東京大学は泥を採取して保存して
おり、東京農工大の高田先生がPCB
などを測定する予定。東京大学は重
金属を測定する予定。

・今後、湾外も調べる予定。
・東北マリンサイエンスで大規模に調
査すると思う。
・東京大学は2か月に一度調査を行
なっている。次回の調査は3月の予
定。
・一般向けに、大槌湾の最新の調査
結果報告会を行った。いくつかは大
気海洋研HPで近日公開予定。

・鵜住居川河口には震災前には長い砂洲が
河口をふさぐようにあったが、震災後は砂洲
が流されて流れが変わった。
・震災前、センターの前の島の防波堤には
軟泥が少しみられたが、震災で防波堤が流
されて潮通りが変化した。
・大槌港は船だまりに直接波があたるように
なったので、防波堤の建設が急がれてい
る。

－ － ・閉鎖性が乏しく、半閉鎖的。水塊の
入れ替わりが非常に早く、あまり貧
酸素にはならない。
・冬は西風で表層水が沖へ流され、
栄養塩が湧昇しワカメの生育に良
い。
・夏は対馬暖流が入り込む。北側か
ら入り湾を回って南側から出ていく。
・冬は、親潮系の水が入ってくること
もある。
・大槌湾内北側に軟泥が一部みられ
た。

東京大学
大気海洋研究所
大竹 教授
小松 教授

・大気海洋研がナローマルチビーム
測深器でアマモの調査を実施（論文
有り）。
・飯泉先生もアマモ調査を実施（論文
有り）。
＊論文提供（①, ②）

－ ・大槌湾は地盤が沈下している。
・大槌湾ではアマモは再生している。

－ － －

独立行政法人
東北区水産研究所
小谷 部長
神山 主幹研究員

・水産庁の委託で平成23年の夏季
に調査を実施。平成24年2月18日に
報告会の予定。
・震災後アマモ調査を実施されてい
るようだ。
・岩手県が水・底質調査を実施して
いる。

・岩手県が水・底質調査を実施予定
しているようだ。

－ － － －

岩手県水産技術センター
　　増養殖部
久慈康支 増養殖部長
大村敏昭 専門研究員
　　漁業保全部
加賀新之助 主任専門研究員
内記公明 専門研究員

・過年度に底生生物調査を実施して
いる。津波による冠水のため、データ
は損失しているが紙媒体であれば存
在している。
＊報告書提供（③）

－ － ・大槌漁業協同組合は2月に新たな
組織の立ち上げのための会議が行
われるようだ。
・東京大学、北海道大が調査を実施
する予定。

－ －

＊入手資料 ①：IIZUMI(1996) Temporal and Spatial Variability of Leaf Production of Zostera marina L. at Otsuchi, Northern Japan

②：Use of multi-beam sonar to map seagrass beds in Otsuchi Bay on the Sanriku Coast of Japan.

③：平成21年度底質評価調査（大槌湾）に係る底生生物分類・同定業務委託報告書  
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表 2-2(3) ヒアリング結果一覧〔広田湾〕 

ヒアリング対象 震災前後の調査状況 今後の調査予定 被害の状況、震災後の変化
調査地点、調査方法についての

アドバイス、留意事項
調査実施にあたっての

要望
その他

東京大学
大気海洋研究所
大竹 教授
小松 教授

－ ・岩手県がアマモの調査を予定して
いる。

－ － － －

東北区水産研究所
小谷 部長
神山 主幹研究員

－ ・水産庁の委託で水質、底質、ベント
スの調査を予定している。
・岩手県がアマモの調査を予定して
いる。

－ － － －

岩手県水産技術センター
　　増養殖部
久慈康支 増養殖部長
大村敏昭 専門研究員
　　漁業保全部
加賀新之助 主任専門研究員
内記公明 専門研究員

・過年度に底生生物調査を実施して
いる。津波による冠水のため、データ
は損失しているが紙媒体であれば存
在している。
＊報告書提供（①）

・過去のアマモ調査データはない
が、２月に調査を実施する予定であ
る。
・アマモについては、地元の水産高
校が継続して調査しており、最近も
大学が水中カメラで調査した。
・藻場全体の調査は実施していない
ので、サイドスキャンソナーを用いて
調査し、一部全長も測る予定。
・水産技術センターでは米ヶ崎の東
を継続して調査している。
＊資料提供（②）
・しばらく船がなかったのでH23は調
査ができなかったが、H24には調査
を実施する。

－ ・漁業協同組合の本所に行って、現
場の支所を紹介してもらうのが良い
・現地に今は船はある。
・漁業協同組合には大学の先生も一
緒に行けば話はスムーズになるだろ
う。

－ －

＊入手資料 ①：平成22年度底質評価調査（広田湾）に係る底生生物分類・同定業務委託報告書

②：広田湾アマモ場回復状況調査  
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表 2-2(4) ヒアリング結果一覧〔気仙沼湾〕 

ヒアリング対象 震災前後の調査状況 今後の調査予定 被害の状況、震災後の変化
調査地点、調査方法についての

アドバイス、留意事項
調査実施にあたっての

要望
その他

独立行政法人
東北区水産研究所
小谷 部長
神山 主幹研究員

－ ・気仙沼水産試験場が調査を実施し
ているのではないだろうか。

－ － － －

NPO法人
森は海の恋人
畠山 信 副理事
田中 克 理事（京大名誉教授）
横山 勝英 首都大学東京准教
授
益田 玲爾 京都大学准教授

・震災後（４月以降）、隔月で調査を
実施している。
・水質調査は、西湾北部～大島瀬戸
～舞根にかけての15箇所でCTDを
用いた調査、4箇所で採水（分析）、
ベントス、底質調査を実施している。
・舞根の入江近傍の4箇所でベルトト
ランセクトによる、魚類・付着生物な
どの観察を行っている。アマモ場を意
識した測点配置はないので、調査点
付近では、アマモは特にみられな
い。
・アマモ場は、震災前でも、気仙沼湾
では大規模なものはなかったと思う。
唐桑半島の西岸の入江を素潜りで
観察していったときに、小規模な群
落がいくつかみられた。今は、どう
なっているかわからない。

－ ・今のところ、有機塩素化合物、ダイオキシ
ン、重金属などに問題のある値はみられて
いない。

・調査の空白を埋めるというのであれ
ば、西湾の南部、東湾の南部が該当
するのではないか。
・大島瀬戸の近傍の十八鳴（くぐな
り）浜と九九鳴（くくな）浜は共に鳴き
砂であり、かつ津波に耐えた浜とし
て知られている。この沖に帯状にア
マモ場があった。里海としての再生を
意識するのであれば、シンボライズさ
れた格好の場ではないか。
・九九鳴浜は、淡水の流入、後背湿
地などの特徴的な環境がみられたと
ころであるが、津波の影響が地形に
現れている。

－ ・データはまとめているところである
が、水中写真などは提供できる。協
力して、良い調査ができればと思っ
ている。

東北大学大学院
工学研究科
西村　教授
NPO法人　環境生態工学研究
所
佐々木　理事

－ － ・下水処理場が被災したことによる糞便性大
腸菌群数の増加、有機汚濁が進行している
ようだ
・1万KLともいわれる石油が流出しており、
底質の汚濁が懸念される。スポット的に残っ
ているようだ。
・火災の底質への影響も考えられる。

－ － ・もともとアマモの大きな群落はない
のではないか。
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表 2-2(5) ヒアリング結果一覧〔松島湾〕 

ヒアリング対象 震災前後の調査状況 今後の調査予定 被害の状況、震災後の変化
調査地点、調査方法についての

アドバイス、留意事項
調査実施にあたっての

要望
その他

東京大学
大気海洋研究所
大竹 教授
小松 教授

－ ・東北大学の須藤名誉教授と西村教
授が関わっているNPOが活動を行
なっている。
・産業技術総合研究所とNPOでアマ
モの調査を行うようだ。

・松島湾にはアマモの群落が残っているよう
だ。

－ － －

独立行政法人
東北区水産研究所
小谷 部長
神山 主幹研究員

・震災後にヨバワリ岬でアマモ調
査を実施。

・震災前に宮城県が調査を行った場
所で調査を予定している。

－ － － －

宮城県環境生活部
環境対策課水環境班
横田技術主幹、大熊技師

・水産庁の委託で平成23年の夏
季に調査を実施。平成24年2月
18日に報告会の予定。
・震災後アマモ調査を実施、詳
細は宮古栽培漁業センターに確
認して欲しい。
・岩手県が水・底質調査を実施。

－ ・アマモ藻場の被災状況については、松島湾
は水位変動による影響はあったものの、直接
的、物理的な影響は少なかったと考えられる。

・西村教授はNPOとも関係があり、
気仙沼や松島湾について、多くの
情報を持っておられる。

・松島湾リフレッシュ事業に関連して、浚渫、覆砂、作澪等の環境
保全事業を実施しているが、経費面等の問題もあり、十分な追跡
調査ができていない。今回の調査時に、事業後の状況（底質、生
物回復状況、澪や浚渫箇所の再堆積等）を調査してもらえるとあり
がたい（調査地点周辺での事業実施個所・内容を事前に念頭・意
識した調査を望む）。
・松島浄化センター、仙塩浄化センターが被災し、震災後フル稼働
しておらず、浄化処理が完全でないため、通常よりも塩素を多めに
注入処理している。湾内の大腸菌群数の増加や塩素量の影響が
考えられるので、調査項目として配慮願いたい。特に、ノリ養殖漁
業者には、放流水がバリカン病発生の一因とする考えがある。
・今年度の１回だけに終わらせるのではなく、数年のスパンで状況
把握が必要である。県の情報は今後も提供するので、次年度以降
も相互に有効なよりよい調査、情報収集が望まれる。
＊資料提供（①）

－

東北大学
　大学院生命科学研究科
　鈴木孝男　助教

・震災後に何度か調査をしてい
る

－ ・アマモを食べるコクガンの越冬地
・津波が来襲した南側ではアマモがなくなった
が、北側や東西の淵は残っている。
・壊れた砂洲がだいぶ復活してきている
・桂島は、北向きの干潟ではアマモが残ってい
るが、南側は消失した。
・波津々浦は、南側は影響を受けている。
・野々島は北側に多くあるはずで、調査してて
みたい場所である。
・美女浦は、アマモが繁茂しているので船で入
れない。
・寒風沢島の南東側は潮干狩り場だが、津波
の影響が大きかった。
・櫃ヶ浦は、双観山の西側にたぶんアマモが
残っている。

－ － －

東北大学大学院
工学研究科
西村　教授
NPO法人　環境生態工学研究所
佐々木　理事

－ － ・アマモは、湾奥部を中心に壊滅的である。被
害状況を把握し、水深の変化、潮流、底質など
から、アマモの生息適性をマッピングし、再生
活動を行おうとしている。（松島湾アマモ場再
生会議　H24.2月設立）
・ベントスにも影響があるようだ。
・多賀城の下水処理場が被災しており、その影
響が懸念される。
・松島湾のアマモは大きく減少した後、震災前
の状態まで戻るのに30年かかった。今回は10
年で回復できればと思っている。

－ － －

＊入手資料 ①：松島湾リフレッシュ事業資料  
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表 2-2(6) ヒアリング結果一覧〔全域〕 

ヒアリング対象 震災前後の調査状況
今後の
調査予定

被害の状況、震災後の変化
調査地点、調査方法についての

アドバイス、留意事項
調査実施にあたっての

要望
その他

財団法人　国立公園協会
　西塔氏

・震災による東北地方太平洋沿岸域の重
要湿地の被害概況調査を実施。

・特になし ・８月でも内湾の水は濁っていた。
・万石浦では地盤沈下が特にひどかった。
・アマモの生育に適した水深だった場所が、沈下し
て深くなってしまった場所もある。
・いまだに岩に付着した泥がはがれずに残ってい
る。

・アマモは冬は小さく、なかなかいい
写真を撮るのが難しいのでは。

・これまでは水産資源としての研究がほとんど、これか
らは視野を広く研究していくべき。
・被災者の方が読んで、アマモ場（里海）の重要性を理
解できる報告書にして欲しい。
・環境が変わってアマモの種類が変わってもアマモ場
が持つ機能は変わらない。アマモ場が漁業の底辺を支
えていることを広く周知したい。

・アマモ場、里海を教育の場にするべきではない
だろうか。
・魚を放流して増やすだけでなく、川、海の生態
系としての保護、研究をするべき。
＊提供資料（①）

独立行政法人
東北区水産研究所
小谷 部長
神山 主幹研究員

－ － ・詳しくはわからないが、水質は回復しているよう
だ。
・地盤沈下等、地形はかなり変わっている。

・計画書の方法で特に問題なし。
・東北区水産研究所の調査では岩
手県に合わせてエクマンバージ採泥
器を使用する予定。

・結果の整理にGISを用いるとよい（情報の共有化）。
・地元住民に結果公表をする場を設けた方が良い。
・震災調査を実施する機関の情報を交換する場（意見
交流会等）の設置が必要。

－

東京大学
大気海洋研究所
大竹 教授
小松 教授

－ － － ・アマモが少なくなっているので、ア
マモの坪刈り、葉上動物の採取は行
なわないほうが良いのではないか。

－ ・アマモの再生活動には地元に受皿が必要、地
元住民の参加を考えると水深のある場所は難し
い、浅い場所は限られているが松島湾等は良い
のではないかと考える。
・アマモは再生しており、ゴミの堆積等に注意す
れば5～10年位でもとに戻るのではないか。

岩手県水産技術センター
　　増養殖部
久慈康支 増養殖部長
大村敏昭 専門研究員
　　漁業保全部
加賀新之助 主任専門研究員
内記公明 専門研究員

－ － － ・水産技術センターでも同じ地点で調
査をしている。

・水産技術センターでは、プランクトンやベントスの調査
は実施しないので、結果を提供して欲しい。

－

東北大学
　大学院生命科学研究科
　鈴木孝男　助教

－ － － － － ・まず、地形等ベースの把握が先決であろう。
・現在のこっているものを水産復旧の糧と考え、
「津波が来るところ」の漁業という観点があっても
良い。
・回復は長いスパンで、人間の視点で考えるべ
きことであろう。
・震災後の混乱・復興の中にあっても、健全な環
境のうえに産業が成り立つ、という現代社会の原
点を忘れるべきではない。

東北大学大学院
工学研究科
西村　教授
NPO法人　環境生態工学研究所
佐々木　理事

・宮城県の水質調査は、海域における公
共用水域水質測定が実施されなかった
H23年度、NPO、東北大学、国立環境研
究所、宮城保健環境センターがボランティ
アで、6月以降、隔月で、気仙沼湾、志津
川湾、松島湾の環境基準点で調査を実施
している。

－ － － － －

＊入手資料 ①：西塔（2012）潜水しない藻場調査  
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2-3. 事前調査結果 

各対象海域ごとに、事前調査結果を整理した。 

（１） 宮古湾 

表 2-3 震災前の調査状況一覧〔宮古湾〕 

水質 底質 プランクトン ベントス アマモ

1 第4回自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査(海辺調査）報告書 環境省(環境庁） 1991年 ○

2 第5回自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査(海辺調査）報告書 環境省(環境庁） 1996～1997年 ○

3 養殖漁場の底質評価調査
岩手県水産技
術センター

2008年9月 ○ ○

4 サケ稚魚放流情報No.1(H23.03.04プランクトン、水温)
岩手県水産技
術センター

2011年2月 ○

5 平成17年度公共用水域水質測定結果 環境省 2005年 ○

6 平成18年度公共用水域水質測定結果 環境省 2006年 ○

7 平成19年度公共用水域水質測定結果 環境省 2007年 ○

8 平成20年度公共用水域水質測定結果 環境省 2008年 ○

9 平成21年度公共用水域水質測定結果 環境省 2009年 ○

番
号

資料名 発行者 調査時期
調査項目

 

 

宮古湾では図 2-1に示す 3地点で公共用水域水質測定が行われており、いずれも水質汚濁に係る

環境基準の水域類型の A類型に指定されている。また、NP類型はⅡである。 

A類型 pH 平均値が 7.8以上 8.3以下 DO 平均値が 7.5mg/L以上 

COD 75％値が 2.0mg/L以下 

NP類型Ⅱ 全窒素 平均値が 0.3mg/L以下 全りん 平均値が 0.03mg/L以下 

 

図 2-1 宮古湾における水質調査位置〔公共用水域水質測定〕 
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平成 17 年度から平成 21 年度までの公共用水域水質測定の結果を図 2-2 に示す。なお、グラフは調

査地点間の平均値と最大・最小値を示している。 

 

水温は 4.1～23.0℃の範囲であった。８月～９月頃に 20～23℃台の値を示し最大となり、２月～３月

にかけては５℃前後の値で最小となる季節変化がみられた。 

 

透明度は、2.0～20.0ｍの範囲にあり、平均は 8.2ｍであった。顕著な変化傾向はみられず、概ね５～

10ｍの値を示していた。 

 

pHは 7.4～8.5の範囲であった。閉伊川河口前面の基準点Ｓ－６で夏季において、河川水の影響と考

えられる著しい低下がみられたが、その他は概ね 8.2～8.4の値であった。 

 

DOは 7.2～12.0mg/Lの範囲、平均 8.7mg/Lであった。３地点間に大きな差はみられず、３地点とも、

水温の低い冬季に高く、夏季から秋季にかけて低くなる季節変化を示した。 

 

COD は 0.9～2.8mg/L の範囲、平均 1.8mg/L であった。概ね、夏季に高く、冬季に低い変化傾向が

みられた。 

 

全窒素は 0.07～0.97mg/L の範囲、平均 0.26mg/L であった。夏季から秋季にかけて３地点間の差が

大きくなる傾向がみられ、閉伊川河口前面の基準点Ｓ－６が他の２地点に比べ概ね高い値であった。 

 

全りんは、0.008～0.063mg/Lの範囲で、平均は 0.022mg/Lであった。全窒素と同様、夏季から秋季

にかけて３地点間の差が大きくなる傾向がみられ、閉伊川河口前面の基準点Ｓ－６が他の２地点に比べ

概ね高い値であった。 
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公共用水域水質測定結果より 

図 2-2(1) 震災前の状況〔宮古湾〕 
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図 2-2 (2) 震災前の状況〔宮古湾〕 
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宮古湾では、岩手県水産技術センターによって、宮古湾の底質環境を的確に評価し、適正な漁場

利用および二枚貝類などの増養殖業の振興に資することを目的として、平成 20年 9月に図 2-3に

示す調査地点において底質・底生生物調査が実施されている。 

 

底質調査の結果を表 2-4、図 2-4に示す。この調査では、硫化物(T-S)、化学的酸素要求量(COD)、

強熱減量(I.L.)、粒度組成について調査されている。 

 

T-Sは 0.00～0.40mg/dry.gの範囲にあり、閉伊川河口の調査地点 7で最も高く、湾奥部の調査地

点 1, 2、湾央部の調査地点 8、湾口部の調査地点 11, 13で低かった。 

CODは 2.0～35.6 mg/dry.gの範囲にあり、閉伊川河口の調査地点 7や湾東側で高く、湾西側や

湾央部で低い傾向がみられた。 

強熱減量は 1.5～9.7％の範囲にあり、閉伊川河口の調査地点 7や湾東側で高く、湾西側や湾央部

で低く、おおむね CODと同じ傾向がみられた。 

粒度組成は湾西側の調査地点 3, 5, 8, 10で粒径 0.125mm以上の粒度が 30％以上を占め、湾東側

の調査地点 4, 6, 9, 12, 14, 15では粒径 0.063mm未満の粒度が 70％以上を占めた。 

 

 
岩手県水産技術センターによる養殖漁場の底質評価調査より 

図 2-3 岩手県水産技術センターによる底質・底生生物調査地点〔宮古湾〕 



 

 2-14

 

表 2-4 震災前の状況（底質）〔宮古湾〕 

試料採取　平成20年9月25日及び26日

定点 採取 T-S COD I.L

番号 水深 mg/ mg/ ＞1 1～0.5 0.5～ 0.25～ 0.125～ ＜0.063 性状
m dry.g dry.g ％ 0.25 0.125 0.063

1 3.5 0.01 9.7 2.8 - 1.6 9.2 11.6 39.1 38.5 砂
2 4.5 0.06 10.5 3.8 - 0.3 1.3 10.7 33.9 53.8 砂
3 9.2 0.02 4.0 1.7 - 5.6 20.7 38.5 19.9 15.3 砂
4 9.7 0.30 24.3 6.5 - 0.3 0.9 4.1 18.5 76.2 泥
5 8.7 0.01 2.0 1.5 - 1.3 4.1 45.0 42.6 7.0 砂
6 11.9 0.18 30.7 7.6 - 0.1 0.6 5.8 10.8 82.7 泥
7 11.4 0.40 35.6 9.4 - 0.3 0.7 9.5 24.3 65.2 砂泥
8 13.8 0.00 3.1 2.1 - 0.3 3.1 27.4 49.3 19.9 砂
9 15.3 0.10 21.9 6.0 - 0.3 0.6 1.1 7.3 90.7 泥
10 22.3 0.28 20.2 4.8 - 0.5 2.0 27.6 31.5 38.4 砂泥
11 23.4 0.01 4.6 2.8 - 0.3 0.4 6.8 49.3 43.2 砂
12 21.8 0.13 29.8 8.8 - 0.2 0.2 0.4 1.5 97.7 砂泥
13 31.8 0.01 4.6 4.0 - 0.8 2.5 12.9 41.4 42.4 砂
14 28.4 0.12 33.1 9.7 - 0.3 0.2 0.8 5.1 93.6 泥
15 43.0 0.19 30.9 9.3 - 1.8 5.0 9.1 14.0 70.1 砂泥

注）粒度別組成比欄の「－」は０％を示す。

粒度別組成比　％
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図 2-4 震災前の状況（粒度組成）〔宮古湾〕 
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底生生物調査は、底質調査と同じ地点で実施されている。底生生物調査概要の結果を表 2-5に示

す。 

各地点の出現種類数は 4～24種類、出現個体数は St.3で最も多く 126個体/(0.04㎡×2回)、St.1

で最も少なく 4個体/(0.04㎡×2回)であった。湿重量は St.9で最も多く 8.41g/(0.04㎡×2回)、St.1

で最も少なく 0.1g/(0.04㎡×2回)であった。 

湾奥部で個体数、湿重量が少なく、閉伊川河口付近で種類数、個体数が多い傾向がみられた。ま

た、湾の西側では節足動物門の種類数、個体数が多かった。 

表 2-5(1) 震災前の状況（底生生物）〔宮古湾〕 

調査名 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査

調査者 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター

調査時期 平成20年9月25日及び26日 平成20年9月25日及び26日 平成20年9月25日及び26日 平成20年9月25日及び26日

調査地点 St.1 St.2 St.3 St.4

調査方法
20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

出現種類数 4       11       24       19       

環形動物 3       (  75.0) 13       (  61.9) 16       (  12.7) 55       (  61.8) 

出現 軟体動物 0       (  0.0) 4       (  19.0) 4       (  3.2) 28       (  31.5) 

個体数 節足動物 0       (  0.0) 4       (  19.0) 104       (  82.5) 1       (  1.1) 

そ の 他 1       (  25.0) 0       (  0.0) 2       (  1.6) 5       (  5.6) 

合    計 4       21       126       89       

環形動物 0.09       (  90.0) 0.38       (  46.9) 0.17       (  4.1) 1.41       (  22.7) 

出現 軟体動物 0.00       (  0.0) 0.39       (  48.1) 3.22       (  77.6) 4.63       (  74.4) 

湿重量 節足動物 0.00       (  0.0) 0.04       (  4.9) 0.32       (  7.7) 0.01       (  0.2) 

(g) そ の 他 0.01       (  10.0) 0.00       (  0.0) 0.44       (  10.6) 0.17       (  2.7) 

合    計 0.10       0.81       4.15       6.22       

環形動物 シロガネゴカイ科の一種 ナガホコムシ カタマガリギボシイソメ

ナガホコムシ タケフシゴカイ科の一種 ナガホコムシ

ウミイサゴムシ科の一種 ウミイサゴムシ科の一種 Chaetozone sp.

Tharyx sp.

主 エリタケフシゴカイ

な 軟体動物 フリソデガイ フリソデガイ

出 シズクガイ

現

種 節足動物 イソウミグモ科の一種 クビナガスガメ クビナガスガメ

ニッポンスガメ

そ の 他

項　　目

 
調査名 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査

調査者 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター

調査時期 平成20年9月25日及び26日 平成20年9月25日及び26日 平成20年9月25日及び26日 平成20年9月25日及び26日

調査地点 St.5 St.6 St.7 St.8

調査方法
20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

出現種類数 12       18       13       9       

環形動物 3       (  4.9) 39       (  70.9) 98       (  94.2) 4       (  20.0) 

出現 軟体動物 1       (  1.6) 14       (  25.5) 1       (  1.0) 3       (  15.0) 

個体数 節足動物 56       (  91.8) 1       (  1.8) 1       (  1.0) 13       (  65.0) 

そ の 他 1       (  1.6) 1       (  1.8) 4       (  3.8) 0       (  0.0) 

合    計 61       55       104       20       

環形動物 0.03       (  11.1) 1.04       (  25.7) 4.15       (  97.4) 0.06       (  35.3) 

出現 軟体動物 0.03       (  11.1) 3.00       (  74.3) 0.07       (  1.6) 0.05       (  29.4) 

湿重量 節足動物 0.21       (  77.8)       +  (  -   )       +  (  -   ) 0.06       (  35.3) 

(g) そ の 他       +  (  -   )       +  (  -   ) 0.04       (  0.9) 0.00       (  0.0) 

合    計 0.27       4.04       4.26       0.17       

環形動物 カタマガリギボシイソメ カタマガリギボシイソメ Pholoe sp.

ナガホコムシ ミズヒキゴカイ科の一種 Sthenelais sp.

ミズヒキゴカイ ナガオタケフシゴカイ エラナシスピオ

主 ミズヒキゴカイ科の一種

な エリタケフシゴカイ

出 軟体動物 フリソデガイ ゲンロクソデガイ

現 ユキヤナギガイ モモノハナガイ

種

節足動物 クビナガスガメ クビナガスガメ

ツノアゲソコエビ属の一種 フトヒゲソコエビ科の一種

フトヒゲソコエビ科の一種 ヒサシソコエビ科の一種

マルソコエビ属の一種

そ の 他

注：1.（　）内の数値は、総出現個体数に対する組成比率を示す。

　　2.主な出現種は、個体数の組成比が5％以上のものを記載した。

　　3.＋は0.005ｇ未満を示す。

項　　目
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表 2-5(2) 震災前の状況（底生生物）〔宮古湾〕 

調査名 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査

調査者 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター

調査時期 平成20年9月25日及び26日 平成20年9月25日及び26日 平成20年9月25日及び26日 平成20年9月25日及び26日

調査地点 St.9 St.10 St.11 St.12

調査方法
20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

出現種類数 20       20       14       19       

環形動物 42       (  75.0) 59       (  65.6) 17       (  58.6) 36       (  65.5) 

出現 軟体動物 9       (  16.1) 26       (  28.9) 2       (  6.9) 16       (  29.1) 

個体数 節足動物 0       (  0.0) 5       (  5.6) 10       (  34.5) 1       (  1.8) 

そ の 他 5       (  8.9) 0       (  0.0) 0       (  0.0) 2       (  3.6) 

合    計 56       90       29       55       

環形動物 4.63       (  55.1) 1.04       (  28.3) 0.11       (  33.3) 2.44       (  72.0) 

出現 軟体動物 3.28       (  39.0) 2.59       (  70.6) 0.16       (  48.5) 0.86       (  25.4) 

湿重量 節足動物 0.00       (  0.0) 0.04       (  1.1) 0.06       (  18.2) 0.02       (  0.6) 

(g) そ の 他 0.50       (  5.9) 0.00       (  0.0) 0.00       (  0.0) 0.07       (  2.1) 

合    計 8.41       3.67       0.33       3.39       

環形動物 コノハシロガネゴカイ コノハシロガネゴカイ ニカイチロリ科の一種 コノハシロガネゴカイ

カタマガリギボシイソメ イトゴカイ科の一種 コノハシロガネゴカイ ダルマゴカイ

Chaetozone sp. エリタケフシゴカイ フツウギボシイソメ ヒョウモンタケフシゴカイ

主 Tharyx sp. エリタケフシゴカイ

な イトゴカイ科の一種 フサゴカイ科の一種

出 エリタケフシゴカイ

現 Artacama proboscidea

種 Streblosoma sp.

軟体動物 ユキヤナギガイ ユキヤナギガイ ユキヤナギガイ

節足動物 フトヒゲソコエビ科の一種

そ の 他 ひも型動物門の一種

項　　目

 
調査名 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査

調査者 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター

調査時期 平成20年9月25日及び26日 平成20年9月25日及び26日 平成20年9月25日及び26日

調査地点 St.13 St.14 St.15

調査方法
20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

出現種類数 9       14       12       

環形動物 23       (  82.1) 33       (  76.7) 29       (  93.5) 

出現 軟体動物 3       (  10.7) 10       (  23.3) 1       (  3.2) 

個体数 節足動物 1       (  3.6) 0       (  0.0) 1       (  3.2) 

そ の 他 1       (  3.6) 0       (  0.0) 0       (  0.0) 

合    計 28       43       31       

環形動物 0.12       (  5.0) 0.32       (  82.1) 1.25       (  89.3) 

出現 軟体動物 2.18       (  91.6) 0.07       (  17.9) 0.12       (  8.6) 

湿重量 節足動物       +  (  -   ) 0.00       (  0.0) 0.03       (  2.1) 

(g) そ の 他 0.08       (  3.4) 0.00       (  0.0) 0.00       (  0.0) 

合    計 2.38       0.39       1.40       

環形動物 ナガオタケフシゴカイ コノハシロガネゴカイ チロリ

チマキゴカイ イトゴカイ科の一種 コノハシロガネゴカイ

ツノガイダマシ ダルマゴカイ

主 タケフシゴカイ科の一種

な ナガオタケフシゴカイ

出 軟体動物 ユキヤナギガイ

現 シズクガイ

種

節足動物

そ の 他

注：1.（　）内の数値は、総出現個体数に対する組成比率を示す。
　　2.主な出現種は、個体数の組成比が5％以上のものを記載した。

　　3.＋は0.005ｇ未満を示す。

項　　目
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第 4回自然環境保全基礎調査海域生物環境調査報告書（干潟、藻場、サンゴ礁調査）(1991) より 

図 2-5 震災前の状況（アマモ場）〔宮古湾〕 

 

 

第 5回自然環境保全基礎調査海域生物環境調査報告書（海辺調査）(1996～1997) より 

図 2-6 震災前の状況（アマモ場）〔宮古湾〕 
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（２） 大槌湾 

表 2-6に震災前の調査状況の一覧を示す。 

 

表 2-6 震災前の調査状況一覧〔大槌湾〕 

水質 底質 プランクトン ベントス アマモ

1 第4回自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査(海辺調査）報告書 環境省(環境庁） 1991年 ○

2 第5回自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査(海辺調査）報告書 環境省(環境庁） 1996～1997年 ○

3 第7回自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査（藻場調査）報告書 環境省 2005年7月 ○

4 H22モニタリングサイト1000磯・干潟・アマモ場・藻場調査報告書 環境省 2010年7月 ○ ○

5 養殖漁場の底質環境評価 岩手県 2009年9月 ○ ○

6 養殖漁場の底質評価調査 岩手県 2003年9月 ○ ○

7 平成17年度公共用水域水質測定結果 環境省 2005年 ○

8 平成18年度公共用水域水質測定結果 環境省 2006年 ○

9 平成19年度公共用水域水質測定結果 環境省 2007年 ○

10 平成20年度公共用水域水質測定結果 環境省 2008年 ○

11 平成21年度公共用水域水質測定結果 環境省 2009年 ○

番
号

資料名 発行者 調査時期
調査項目

 

 

大槌湾では図 2-7に示す 3地点で公共用水域水質測定が行われており、いずれも水質汚濁に係る

環境基準の水域類型の A類型に指定されている。また、ＮＰ類型はⅡである。 

A類型 pH 平均値が 7.8以上 8.3以下 DO 平均値が 7.5mg/L以上 

COD 75％値が 2.0mg/L以下 

NP類型Ⅱ 全窒素 平均値が 0.3mg/L以下 全りん 平均値が 0.03mg/L以下 

 

 

図 2-7 大槌湾における水質調査位置〔公共用水域水質測定〕 
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平成 17 年度から平成 21 年度までの公共用水域水質測定の結果を図 2-8 に示す。なお、グラフは調

査地点間の平均値と最大・最小値を示している。 

 

水温は、5.6～21.5℃の範囲であった。平成 17年を除き夏季～秋季にかけて 15℃以上の値を示し、冬

季には 10℃以下の値がみられた。概ね、３地点間に大きな差はみられなかった。 

 

透明度は、2.5～15ｍの範囲にあり、平均は 9.2ｍであった。３地点とも概ね、春季～夏季にかけて低

く、秋季～冬季にかけて高い傾向がみられた。 

 

pHは、8.1～8.4の範囲で平均 8.3であった。大槌川河口前面の基準点Ｓ－12で夏季において、河川

水の影響と考えられる低下がみられ、他の２地点に比べ低い傾向を示した。 

 

DOは、7.1～10mg/Lの範囲で、平均は 8.8mg/Lであった。３地点間の差は小さく、３地点とも、水

温の低い冬季～春季にかけて高く、秋季に低くなる季節変化がみられた。 

 

CODは、0.5～3.1mg/Lの範囲で、平均は 1.6mg/Lであった。概ね、夏季に高く、冬季に低い変化傾

向がみられた。 

 

全窒素は、0.06～0.68mg/Lの範囲で、平均は 0.20mg/Lであった。夏季に高く、冬季～春季に低い傾

向がみられ、平成 21年 5月に最も低かった。３地点の間に顕著な分布傾向はみられなかった。 

 

全りんは、0.009～0.036mg/Lの範囲で、平均は 0.017mg/Lであった。夏季に大槌川河口前面の基準

点Ｓ－12で他の２地点に比べ値が高くなる傾向がみられた。 
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公共用水域水質測定結果より 
 

図 2-8(1) 震災前の状況（公共用水域水質測定結果）〔大槌湾〕 
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公共用水域水質測定結果より 
 

図 2-8(2)  震災前の状況（公共用水域水質測定結果）〔大槌湾〕 
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大槌湾では、岩手県水産技術センターによって、大槌湾の底質環境を的確に評価し、適正な漁場

利用および二枚貝類などの増養殖業の振興に資することを目的として、平成 21 年 9 月に、図 2-9

に示す調査地点において底質・底生生物調査が実施されている。 

 

底質調査の結果を表 2-7、図 2-10に示す。この調査では、硫化物(T-S)、化学的酸素要求量(COD)、 

強熱減量(I.L.)、粒度組成について調査されている。 

 

T-Sは 0.00～0.34 mg/dry.gの範囲にあり、湾央の調査地点 6で最も高く、湾奥部や湾口部の調

査地点 1, 2, 4, 13, 14, 15などで低い傾向がみられた。 

CODは 2.8～68.5 mg/dry.gの範囲にあり、大槌川河口の調査地点 5や湾央で高く、湾奥部や湾

口部で低い傾向がみられた。 

強熱減量は 1.8～15.0％の範囲にあり、大槌川河口の調査地点 5 で最も高く、湾奥部や湾口部で

低く、おおむね CODと同じ傾向がみられた。 

粒度組成は湾奥部と湾口部の調査地点 1, 4, 11, 13, 14, 15で粒径 0.125mm以上の粒度が 40％以

上を占め、湾央部の調査地点 3, 5～10, 12で粒径 0.125mm未満の粒度が 90％以上を占めていた。 

 

 
岩手県水産技術センターによる養殖漁場の底質評価調査より 

 

図 2-9 岩手県水産技術センターによる底質・底生生物調査地点〔大槌湾〕 
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表 2-7 震災前の状況（底質）〔大槌湾〕 

試料採取　平成21年9月15日及び16日

定点 T-S COD I.L

番号 mg/ mg/ ＞1 1～0.5 0.5～ 0.25～ 0.125～ ＜0.063 性状
m dry・g dry・g ％ ％ ％ 0.25 0.125 0.063

1 6.8 0.00 2.8 1.8 測定なし 測定なし - 6.0 18.7 28.6 33.6 13.1 砂
2 8.1 0.01 14.3 4.8 測定なし 測定なし - 3.9 10.6 21.8 23.8 39.9 砂
3 15.9 0.22 52.2 10.7 測定なし 測定なし - 0.3 0.3 3.4 17.8 78.2 泥
4 12.8 0.01 4.3 1.9 測定なし 測定なし - 5.6 14.6 33.0 28.3 18.5 砂・貝
5 17.0 0.29 68.5 15.0 測定なし 測定なし - 0.4 0.2 0.5 6.3 92.6 泥
6 30.4 0.34 48.6 12.0 測定なし 測定なし - 0.1 0.3 0.2 2.1 97.3 泥
7 24.2 0.12 46.6 10.2 測定なし 測定なし - 0.4 0.4 0.6 6.8 91.8 泥
8 19.3 0.22 40.6 8.3 測定なし 測定なし - 1.2 1.9 1.9 5.6 89.4 泥
9 35.6 0.33 54.8 11.8 測定なし 測定なし - 0.4 0.4 0.5 1.6 97.1 泥
10 30.9 0.27 30.0 8.8 測定なし 測定なし - 1.3 1.8 2.8 27.5 66.6 泥・貝
11 43.7 0.12 17.6 5.3 測定なし 測定なし - 10.0 15.0 25.0 20.5 29.5 砂・貝
12 42.1 0.10 36.7 9.7 測定なし 測定なし - 0.7 1.8 4.7 14.3 78.5 泥
13 21.5 0.01 5.4 2.2 測定なし 測定なし - 4.4 12.3 26.3 39.4 17.6 砂
14 44.6 0.01 8.9 3.7 測定なし 測定なし - 26.4 15.0 17.8 14.4 26.4 砂・貝
15 43.1 0.00 5.8 2.2 測定なし 測定なし - 46.4 20.8 8.6 2.7 21.5 砂・貝

注）粒度組成比欄の―は0％を示す。

採取
水深

有機
炭素

窒素
粒度別組成比　％
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図 2-10 震災前の状況（粒度組成）〔大槌湾〕 
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底生生物調査は、底質調査と同じ地点で実施されている。底生生物調査の結果を表 2-8に示す。 

各地点の出現種類数は 15～37種類、出現個体数は St.15で最も多く 300個体/(0.04㎡×2回)、

St.6で最も少なく 42個体/(0.04㎡×2回)であった。湿重量は St.9で最も多く 28.68g/(0.04㎡×2

回)、St.4で最も少なく 0.2g/(0.04㎡×2回)であった。 

湾奥部で個体数が少なく、湾口部で個体数が多くなる傾向がみられた。 

表 2-8(1) 震災前の状況（底生生物）〔大槌湾〕 

調査名 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査

調査者 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター

調査時期 平成21年9月 平成21年9月 平成21年9月 平成21年9月

調査地点 St.1 St.2 St.3 St.4

調査方法
20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

出現種類数 15       25       33       19       

環形動物 26       (  43.3) 42       (  37.5) 139       (  85.8) 16       (  35.6) 

出現 軟体動物 7       (  11.7) 4       (  3.6) 8       (  4.9) 2       (  4.4) 

個体数 節足動物 25       (  41.7) 66       (  58.9) 11       (  6.8) 27       (  60.0) 

そ の 他 2       (  3.3) 0       (  0.0) 4       (  2.5) 0       (  0.0) 

合    計 60       112       162       45       

環形動物 0.09       (  8.0) 0.30       (  33.7) 1.32       (  42.2) 0.12       (  60.0) 

出現 軟体動物 1.00       (  88.5) 0.43       (  48.3) 0.35       (  11.2) 0.02       (  10.0) 

湿重量 節足動物 0.04       (  3.5) 0.16       (  18.0) 0.09       (  2.9) 0.06       (  30.0) 

そ の 他       +  (  -   ) 0.00       (  0.0) 1.37       (  43.8) 0.00       (  0.0) 

合    計 1.13       0.89       3.13       0.20       

環形動物 ミナミシロガネゴカイ カタマガリギボシイソメ カタマガリギボシイソメ カタマガリギボシイソメ

ナガホコムシ ナガホコムシ スピオ科の一種

ミズヒキゴカイ科の一種 エラナシスピオ

エリタケフシゴカイ

主

な 軟体動物 ホタルガイ

出

現

種 節足動物 フトヒゲソコエビ クビナガスガメ ニッポンスガメ

（％） サンパツソコエビ属の一種 フクロスガメ フトヒゲソコエビ科の一種

ニッポンスガメ マルソコエビ属の一種

フトヒゲソコエビ科の一種

そ の 他

項　　目

 
調査名 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査

調査者 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター

調査時期 平成21年9月 平成21年9月 平成21年9月 平成21年9月

調査地点 St.5 St.6 St.7 St.8

調査方法
20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

出現種類数 23       17       20       28       

環形動物 67       (  82.7) 32       (  76.2) 84       (  88.4) 68       (  77.3) 

出現 軟体動物 6       (  7.4) 2       (  4.8) 8       (  8.4) 13       (  14.8) 

個体数 節足動物 2       (  2.5) 0       (  0.0) 1       (  1.1) 2       (  2.3) 

そ の 他 6       (  7.4) 8       (  19.0) 2       (  2.1) 5       (  5.7) 

合    計 81       42       95       88       

環形動物 0.80       (  67.2) 1.41       (  18.0) 0.75       (  27.7) 0.52       (  72.2) 

出現 軟体動物 0.11       (  9.2) 0.09       (  1.2) 0.04       (  1.5) 0.09       (  12.5) 

湿重量 節足動物 0.03       (  2.5) 0.00       (  0.0)       +  (  -   )       +  (  -   ) 

そ の 他 0.25       (  21.0) 6.32       (  80.8) 1.92       (  70.8) 0.11       (  15.3) 

合    計 1.19       7.82       2.71       0.72       

環形動物 カタマガリギボシイソメ カタマガリギボシイソメ コノハシロガネゴカイ ウロコムシ科の一種

イトゴカイ科の一種 イトゴカイ科の一種 カザリゴカイ科の一種 カタマガリギボシイソメ

エリタケフシゴカイ ツルヒゲヒメエラゴカイ

ミズヒキゴカイ科の一種

主 イトゴカイ科の一種

エリタケフシゴカイ

ケヤリ科の一種

な 軟体動物 ユキヤナギガイ シズクガイ

出

現

種 節足動物

（％）

そ の 他 ギボシムシ目の一種

注：1.（　）内の数値は、総出現個体数に対する組成比率を示す。
　　2.主な出現種は、個体数の組成比が5％以上のものを記載した。
　　3.＋は0.005ｇ未満を示す。

項　　目
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表 2-8(2) 震災前の状況（底生生物）〔大槌湾〕 

調査名 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査

調査者 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター

調査時期 平成21年9月 平成21年9月 平成21年9月 平成21年9月

調査地点 St.9 St.10 St.11 St.12

調査方法
20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

出現種類数 24       30       28       21       

環形動物 32       (  50.0) 52       (  61.2) 61       (  65.6) 48       (  62.3) 

出現 軟体動物 23       (  35.9) 21       (  24.7) 29       (  31.2) 26       (  33.8) 

個体数 節足動物 4       (  6.3) 11       (  12.9) 1       (  1.1) 0       (  0.0) 

そ の 他 5       (  7.8) 1       (  1.2) 2       (  2.2) 3       (  3.9) 

合    計 64       85       93       77       

環形動物 0.28       (  1.0) 0.74       (  69.2) 0.57       (  78.1) 0.50       (  35.5) 

出現 軟体動物 0.38       (  1.3) 0.13       (  12.1) 0.15       (  20.5) 0.51       (  36.2) 

湿重量 節足動物 0.01       (  0.0) 0.20       (  18.7)       +  (  -   ) 0.00       (  0.0) 

そ の 他 28.01       (  97.7)       +  (  -   ) 0.01       (  1.4) 0.40       (  28.4) 

合    計 28.68       1.07       0.73       1.41       

環形動物 コノハシロガネゴカイ ニカイチロリ科の一種 カタマガリギボシイソメ コノハシロガネゴカイ

カタマガリギボシイソメ エラナシスピオ エリタケフシゴカイ コノハシロガネゴカイ

イトゴカイ科の一種 ミズヒキゴカイ科の一種 イトゴカイ科の一種

エリタケフシゴカイ ナガオタケフシゴカイ

主 オフェリアゴカイ科の一種 カザリゴカイ科の一種

な 軟体動物 ユキヤナギガイ ユキヤナギガイ ユキヤナギガイ

出

現

種 節足動物 ツノフトソコエビ属の一種

（％）

そ の 他

項　　目

 

調査名 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査

調査者 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター

調査時期 平成21年9月 平成21年9月 平成21年9月

調査地点 St.13 St.14 St.15

調査方法
20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

出現種類数 34       33       37       

環形動物 31       (  33.0) 46       (  21.0) 46       (  15.3) 

出現 軟体動物 10       (  10.6) 3       (  1.4) 4       (  1.3) 

個体数 節足動物 47       (  50.0) 168       (  76.7) 241       (  80.3) 

そ の 他 6       (  6.4) 2       (  0.9) 9       (  3.0) 

合    計 94       219       300       

環形動物 0.24       (  3.1) 0.72       (  71.3) 1.19       (  48.6) 

出現 軟体動物 7.33       (  95.6) 0.02       (  2.0) 0.28       (  11.4) 

湿重量 節足動物 0.06       (  0.8) 0.27       (  26.7) 0.86       (  35.1) 

そ の 他 0.04       (  0.5)       +  (  -   ) 0.12       (  4.9) 

合    計 7.67       1.01       2.45       

環形動物 ウロコムシ科の一種

カザリゴカイ科の一種

主

な 軟体動物 キララガイ

出

現

種 節足動物 フクロスガメ ノルマンタナイス ノルマンタナイス

ニッポンスガメ

（％） ヒサシソコエビ科の一種

マルソコエビ属の一種

そ の 他

注：1.（　）内の数値は、総出現個体数に対する組成比率を示す。
　　2.主な出現種は、個体数の組成比が5％以上のものを記載した。
　　3.＋は0.005ｇ未満を示す。

項　　目
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第 4回自然環境保全基礎調査海域生物環境調査報告書（干潟、藻場、サンゴ礁調査）(1991) より 

図 2-11 震災前の状況（アマモ場）〔大槌湾〕 

 
第 5回自然環境保全基礎調査海域生物環境調査報告書（海辺調査）(1996～1997) より 

図 2-12 震災前の状況（アマモ場）〔大槌湾〕 
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簡易調査 023

藻場の名称

調査地の所在

緯度・経度

藻場のタイプ

調査位置図

藻場の地形的特徴

藻場底質の特徴

藻場生物相の特徴

藻場保全上の注意点

調査日

調査責任者

アマモ属3 種が共存する場所として、三陸沿岸海域のアマモ場の中でも重要
な位置であると考えられる。また東京大学海洋研究所国際沿岸研究センター
を拠点とした海洋研究が長期継続しており、長期モニタリングの適地として学
術研究上も非常に重要な場所である。近年の透明度の低下や海岸の改変によ
り、アマモ場の分布および種構成が変化する可能性があり、継続したモニタリ
ングが必要である。

仲岡雅裕

大槌湾

岩手県釜石市および大槌町

39.33356 N, 141.92344 E

アマモ場

リアス式海岸、周辺後背地は漁港、砂浜、河口など

2005 年7 月19 日 午後1 時から4 時

砂および泥

今回の調査では、タチアマモ（白浜および根浜）およびアマモ（大槌川河口）
の生育を確認。特に白浜では漁港内にタチアマモの高密度の連続ベットを初
確認した。当地にある東京大学海洋研究所国際沿岸研究センターを利用した
長年の調査研究により、大槌湾内にはアマモ、タチアマモ、スゲアマモの3 種
が数箇所の海草藻場に分布することがわかっている。アマモが水深3-4ｍ以浅
に、タチアマモおよびスゲアマモが水深2m 以深に分布する。特に箱崎では3 
種が狭い海域に共存する点で特徴的である。またスゲアマモの遺伝的研究に
より、箱崎と赤浜の個体群は遺伝的に異なった組成を持つことが判明してい
る。

 

第 7回 自然環境保全基礎調査（浅海域生態系調査（藻場調査））より 

図 2-13 震災前の状況（アマモ場）〔大槌湾〕 
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サイト名
海域区分
（WGS84）
調査日

環境の概要

植生（アマモ場）
 の概要・特徴

植生（アマモ場）
の変化

*根浜：大槌湾には小規模なアマモ場が点在するが、本アマモ場はその中で
湾奥に位置する最大のもの（約6 ha）である。本アマモ場の後背の陸域は砂浜
および漁港である。アマモ場は水深-1 m から-7 m 付近にかけて見られるが、
護岸堤が存在する付近では分布が途切れる。海底は岸側（西）から沖側（東）
に向かって比較的なだらかに深くなる。底質は泥砂である。

大槌湾根浜の調査地においては、アマモが水深-1 m から-4 m に、タチアマ
モが水深-3 m から-8 m に分布していた。

2009 年度と比較すると、大槌湾根浜では、2009 年度St.4において分布が確
認されたタチアマモが今年度は観察されなかった。
また最深のSt.7 においてもタチアマモの量が減っている傾向が認められた。

大槌（岩手県上閉伊郡大槌町・釜石市）
北部太平洋沿岸

根浜： 39.3272 N, 141.9042 E
2010 年7 月28～30 日

調査者

サイト代表者：仲岡雅裕
（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター

水圏ステーション厚岸臨海実験所）

調査者：仲岡雅裕・渡辺健太郎（北海道大）、
堀 正和・島袋寛盛（（独）水産総合研究センター・瀬戸内海区）、

河内直子（厚岸水鳥観察館）

 
モニタリングサイト 1000より 

図 2-14 震災前の状況（アマモ場）〔大槌湾〕 
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（３） 広田湾 

表 2-9 震災前の調査状況一覧〔広田湾〕 

水質 底質 プランクトン ベントス アマモ

1 第4回自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査(海辺調査）報告書 環境省(環境庁） 1991年 ○

2 第5回自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査(海辺調査）報告書 環境省(環境庁） 1996～1997年 ○

3 第7回自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査（藻場調査）報告書 環境省 2005年7月 ○

4 養殖漁場の底質評価調査 岩手県 2003年9月 ○ ○

5 平成17年度公共用水域水質測定結果 環境省 2005年 ○

6 平成18年度公共用水域水質測定結果 環境省 2006年 ○

7 平成19年度公共用水域水質測定結果 環境省 2007年 ○

8 平成20年度公共用水域水質測定結果 環境省 2008年 ○

9 平成21年度公共用水域水質測定結果 環境省 2009年 ○

10 すごいな！広田湾
岩手県立
広田水産高校

2004 ○ ○ ○

11 すごいな！広田湾～第Ⅱ報データを集めよう～
岩手県立
広田水産高校

2005 ○ ○ ○

12 すごいな！広田湾～第3報見ぃーつけた！～
岩手県立
広田水産高校

2006 ○ ○ ○

番
号

資料名 発行者 調査時期
調査項目

 

 

広田湾では図 2-15に示す 3地点で公共用水域水質測定が行われており、いずれも水質汚濁に係

る環境基準の水域類型の A類型に指定されている。また、ＮＰ類型はⅡである。 

A類型 pH 平均値が 7.8以上 8.3以下 DO 平均値が 7.5mg/L以上 

COD 75％値が 2.0mg/L以下 

NP類型Ⅱ 全窒素 平均値が 0.3mg/L以下 全りん 平均値が 0.03mg/L以下 

 

図 2-15 広田湾における水質調査位置〔公共用水域水質測定〕 
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平成 17年度から平成 21年度までの公共用水域水質測定の結果を図 2-16に示す。なお、グラフは調

査地点間の平均値と最大・最小値を示している。 

 

水温は 3.0～23.0℃の範囲であった。９月調査時には 20℃以上の高い値を示し、冬季～春季にかけて

は５～６℃台の低い値がみられ、年間で約 15℃の較差がみられた。また、３地点間に大きな差はみられ

なかった。 

 

透明度は 1.5～15ｍの範囲にあり、平均は 7.7ｍであった。３地点とも概ね、春季に低く、冬季に高

い傾向がみられた。３地点を比較すると気仙川河口前面の基準点Ｓ－３４で低く、湾口に近い基準点Ｓ

－３６で高い傾向がみられた。 

 

pHは 8.1～8.6の範囲、平均 8.3であった。気仙川河口前面の基準点Ｓ－３４が、他の２地点に比べ

低い傾向を示した。 

 

DOは 7.0～11mg/Lの範囲、平均 8.9mg/Lであった。３地点間の差は小さく、３地点とも水温の低い

冬季に高く、秋季に低くなる季節変化がみられた。 

 

COD は 0.7～2.9mg/L の範囲、平均 1.5mg/L であった。３地点間の差は小さく、３地点とも概ね冬

季において低くなる傾向がみられた。 

 

全窒素は 0.05～0.95mg/L の範囲、平均 0.28mg/L であった。気仙川河口前面の基準点Ｓ－３４が、

他の２地点に比べ若干高い傾向を示していた。 

 

全りんは 0.009～0.036mg/Lの範囲、平均 0.018mg/Lであった。３地点間に大きな差はなく、顕著な

経年および季節変化はみられなかった。 
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公共用水域水質測定結果より 
 
 

図 2-16(1) 震災前の状況（公共用水域水質測定結果）〔広田湾〕 
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公共用水域水質測定結果より 
 
 

図 2-17(2) 震災前の状況（公共用水域水質測定結果）〔広田湾〕 
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広田湾では、岩手県水産技術センターによって、広田湾の底質環境を的確に評価し、適正な漁場

利用および二枚貝類などの増養殖業の振興に資することを目的として、平成 15年 9月に、図 2-16

に示す調査地点において底質・底生生物調査が実施されている。 

 

底質調査の結果を表 2-10、図 2-18に示す。この調査では、硫化物(T-S)、化学的酸素要求量(COD)、

強熱減量(I.L.)、有機炭素、窒素、粒度組成について調査されている。 

 

T-Sは検出限界未満～0.42mg/dry.gの範囲にあり、湾央部の調査地点 6, 9で高い傾向がみられた。 

CODは 1.38～29.9 mg/dry.gの範囲にあり、湾奥部の調査地点 6, 7, 9で高く、湾奥部や湾口部

に近い地点で低い傾向がみられた。 

強熱減量は 0.8～11.1％の範囲にあり、湾央部の調査地点 6, 7, 9でやや高い傾向がみられ、湾口

部に近い地点で低い傾向がみられた。 

有機炭素は 1.23～28.99％の範囲にあり、湾央部の調査地点 7, 9でやや高い傾向がみられ、湾口

部に近い地点で低い傾向がみられた。 

窒素は検出限界未満～1.25％の範囲にあり、湾央部の調査地点 6, 9でやや高い傾向がみられた。 

粒度組成は湾央部の調査地点 6, 7, 9, 11, 13と調査地点 5で粒径 0.063mm未満の粒度が 50％以上

を占め、湾東側の調査地点 10, 12, 14, 15では粒径 0.25mm以上の粒度が 60％以上を占めていた。ま

た湾奥部の調査地点 1, 2, 3, 4では粒径 0.063～0.25mmの粒度が他の地点より多い傾向がみられた。 

 

 
岩手県水産技術センターによる養殖漁場の底質評価調査より 

図 2-14 岩手県水産技術センターによる底質・底生生物調査地点〔広田湾〕 
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表 2-10 震災前の状況（底質）〔広田湾〕 

試料採取　平成15年9月29日及び30日

定点 T-S COD I.L.

番号 mg/ mg/ ＞1 1～0.5 0.5～ 0.25～ 0.125～ ＜0.063 性状
m dry・g dry・g ％ mg/dry・g mg/dry・g 0.25 0.125 0.063

1 6.2 - 2.51 2.5 2.08 0.09 0.3 1.3 8.4 40.4 39.5 10.1 砂
2 3.0 0.03 5.97 3.2 4.59 0.31 2.5 1.7 5.3 29.6 38.9 22.0 砂・泥
3 13.1 0.02 6.93 4.1 5.58 0.61 1.6 1.9 7.0 40.2 41.9 7.7 砂・泥
4 12.3 - 6.57 2.9 4.58 0.25 0.3 1.4 15.0 44.4 24.9 14.0 砂・泥
5 5.1 0.02 8.56 3.8 5.59 0.38 0.2 0.3 0.6 3.5 39.2 56.2 砂・泥
6 24.7 0.42 25.05 7.9 15.00 1.25 0.5 0.7 0.7 3.0 19.5 75.6 泥
7 23.8 0.11 29.90 8.5 21.34 0.82 0.9 0.7 1.0 3.1 15.9 78.4 泥
8 5.0 0.19 18.25 6.1 14.19 0.67 2.2 2.5 12.4 31.6 23.3 28.0 泥
9 29.6 0.30 26.37 11.1 28.99 1.18 0.2 1.0 1.2 5.8 24.2 67.6 泥
10 11.0 0.02 4.34 2.1 4.90 0.28 2.9 36.5 52.3 7.0 1.0 0.3 砂
11 35.4 - 12.07 6.2 10.35 0.56 1.6 2.0 7.7 14.3 23.0 51.4 砂・泥
12 13.8 - 4.88 2.0 5.80 0.37 30.5 19.5 11.4 5.1 1.8 1.7 砂・貝
13 41.7 0.02 18.41 6.7 11.47 0.97 1.1 1.1 2.4 8.9 27.9 58.6 砂・泥
14 12.7 - 1.38 0.8 1.23 <0.01 5.2 83.0 9.0 1.3 0.3 0.5 砂・貝
15 18.2 - 2.25 1.8 2.07 0.24 49.4 26.3 20.3 2.7 0.1 1.2 砂・貝

注）T-S欄の「－」は検出限界（0.01mg/dry・g)未満を示す。

窒素
粒度別組成比　％採取
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図 2-18 震災前の状況（粒度組成）〔広田湾〕 
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底生生物調査は、底質調査と同じ地点で実施されている。底生生物調査の結果を表 2-11に示す。 

各地点の出現種類数は 16～61種類、出現個体数は St.12で最も多く 381個体/(0.04㎡×2回)、

St.13で最も少なく 84個体/(0.04㎡×2回)であった。湿重量は St.4で最も多く 277.00g/(0.04㎡×

2回)、St.15で最も少なく 0.54g/(0.04㎡×2回)であった。 

湾奥部や湾の東側で個体数が多く、湾央部で個体数が少ない傾向がみられた。 

表 2-11(1) 震災前の状況（水生生物）〔広田湾〕 

調査名 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査

調査者 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター

調査時期 平成22年8月30日 平成22年8月31日 平成22年8月30日 平成22年8月31日

調査地点 St.1 St.2 St.3 St.4

調査方法
20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

出現種類数 16       50       36       61       

環形動物 8       (  2.1) 99       (  41.6) 33       (  38.8) 174       (  62.8) 

出現 軟体動物 0       (  0.0) 0       (  0.0) 18       (  21.2) 52       (  18.8) 

個体数 節足動物 365       (  97.6) 134       (  56.3) 31       (  36.5) 40       (  14.4) 

そ の 他 1       (  0.3) 5       (  2.1) 3       (  3.5) 11       (  4.0) 

合    計 374       238       85       277       

環形動物 0.39       (  34.5) 0.87       (  49.7) 0.63       (  20.2) 3.15       (  46.8) 

出現 軟体動物 0.00       (  0.0) 0.00       (  0.0) 2.09       (  67.0) 2.31       (  34.3) 

湿重量 節足動物 0.62       (  54.9) 0.62       (  35.4) 0.05       (  1.6) 0.21       (  3.1) 

(g) そ の 他 0.12       (  10.6) 0.26       (  14.9) 0.35       (  11.2) 1.06       (  15.8) 

合    計 1.13       1.75       3.12       6.73       

環形動物 カタマガリギボシイソメ Laonice sp. カタマガリギボシイソメ

Chaetozone sp. Scoletoma sp.

Euclymene sp. Harmothoe sp.

主

な 軟体動物 マメクルミガイ

出

現

種 節足動物 クビナガスガメ ニッポンスガメ ヒゲナガスガメ ニッポンスガメ

（％） ヒゲナガスガメ

Birubius sp.

そ の 他

項　　目

 
調査名 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査

調査者 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター

調査時期 平成22年8月31日 平成22年8月30日 平成22年8月31日 平成22年8月31日

調査地点 St.5 St.6 St.7 St.8

調査方法
20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

出現種類数 36       16       27       26       

環形動物 147       (  79.9) 78       (  90.7) 62       (  78.5) 144       (  66.4) 

出現 軟体動物 10       (  5.4) 6       (  7.0) 4       (  5.1) 51       (  23.5) 

個体数 節足動物 25       (  13.6) 2       (  2.3) 7       (  8.9) 15       (  6.9) 

そ の 他 2       (  1.1) 0       (  0.0) 6       (  7.6) 7       (  3.2) 

合    計 184       86       79       217       

環形動物 1.51       (  3.9) 1.08       (  75.0) 0.87       (  8.3) 3.98       (  64.4) 

出現 軟体動物 0.36       (  0.9) 0.30       (  20.8) 9.40       (  90.2) 1.91       (  30.9) 

湿重量 節足動物 0.09       (  0.2) 0.06       (  4.2) 0.01       (  0.1) 0.25       (  4.0) 

(g) そ の 他 37.02       (  95.0) 0.00       (  0.0) 0.14       (  1.3) 0.04       (  0.6) 

合    計 38.98       1.44       10.42       6.18       

環形動物 カタマガリギボシイソメ カタマガリギボシイソメ ミナミシロガネゴカイ カタマガリギボシイソメ

Nicomache sp. エリタケフシゴカイ Leiochrides sp. Chaetozone sp.

ナガホコムシ Artacama sp. Chaetozone sp. Timarete sp.

Maldane sp.

主 Trichobranchus sp.

な 軟体動物 エゾチグサ

出 アコヤチグサガイ属

現

種 節足動物 ニッポンスガメ

（％）

そ の 他

注：1.（　）内の数値は、総出現個体数に対する組成比率を示す。
　　2.主な出現種は、個体数の組成比が5％以上のものを記載した。
　　3.＋は0.005ｇ未満を示す。

項　　目
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表 2-11(2)  震災前の状況（水生生物）〔広田湾〕 

調査名 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査

調査者 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター

調査時期 平成22年8月30日 平成22年8月30日 平成22年8月30日 平成22年8月30日

調査地点 St.9 St.10 St.11 St.12

調査方法
20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

出現種類数 38       51       39       59       

環形動物 73       (  67.6) 99       (  73.3) 56       (  65.1) 89       (  23.4) 

出現 軟体動物 23       (  21.3) 10       (  7.4) 17       (  19.8) 37       (  9.7) 

個体数 節足動物 6       (  5.6) 17       (  12.6) 10       (  11.6) 243       (  63.8) 

そ の 他 6       (  5.6) 9       (  6.7) 3       (  3.5) 12       (  3.1) 

合    計 108       135       86       381       

環形動物 1.73       (  31.4) 0.74       (  14.4) 1.07       (  65.6) 1.19       (  24.3) 

出現 軟体動物 0.57       (  10.3) 0.55       (  10.7) 0.54       (  33.1) 1.16       (  23.7) 

湿重量 節足動物 2.80       (  50.8) 0.15       (  2.9)       +  (  -   ) 0.34       (  7.0) 

(g) そ の 他 0.41       (  7.4) 3.70       (  72.0) 0.02       (  1.2) 2.20       (  45.0) 

合    計 5.51       5.14       1.63       4.89       

環形動物 カタマガリギボシイソメ Asabellides sp. Ninoe sp.

Leiochrides sp. Chaetozone sp. カタマガリギボシイソメ

ナガオタケフシゴカイ Laonice sp. ヒモイソメ

ボウズヒメエラゴカイ Harmothoe sp.

主 Trichobranchus sp. Leiochrides sp.

ナガオタケフシゴカイ

ボウズヒメエラゴカイ

な 軟体動物 ケハダウミヒモ科 ロウソクツノガイ

出 ロウソクツノガイ

現

種 節足動物 ノルマンタナイス

（％）

そ の 他

項　　目

 

調査名 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査 養殖漁場の底質評価調査

調査者 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター 岩手県水産技術センター

調査時期 平成22年8月30日 平成22年8月30日 平成22年8月30日

調査地点 St.13 St.14 St.15

調査方法
20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

20 cm エクマンバージ採泥器×2回

1mm目合いのふるい

出現種類数 37       42       28       

環形動物 63       (  75.0) 66       (  27.7) 41       (  26.8) 

出現 軟体動物 6       (  7.1) 14       (  5.9) 4       (  2.6) 

個体数 節足動物 5       (  6.0) 127       (  53.4) 99       (  64.7) 

そ の 他 10       (  11.9) 31       (  13.0) 9       (  5.9) 

合    計 84       238       153       

環形動物 3.12       (  93.4) 0.89       (  8.9) 0.20       (  37.0) 

出現 軟体動物 0.03       (  0.9) 0.26       (  2.6) 0.01       (  1.9) 

湿重量 節足動物 0.01       (  0.3) 0.18       (  1.8) 0.21       (  38.9) 

(g) そ の 他 0.18       (  5.4) 8.65       (  86.7) 0.12       (  22.2) 

合    計 3.34       9.98       0.54       

環形動物 ミナミシロガネゴカイ Cirrophorus sp. マクスピオ

ボウズヒメエラゴカイ

主

な 軟体動物

出

現

種 節足動物 ノルマンタナイス ノルマンタナイス

Paraphoxus sp. Paraphoxus sp.

（％）

そ の 他

注：1.（　）内の数値は、総出現個体数に対する組成比率を示す。
　　2.主な出現種は、個体数の組成比が5％以上のものを記載した。
　　3.＋は0.005ｇ未満を示す。

項　　目
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第 4回自然環境保全基礎調査海域生物環境調査報告書（干潟、藻場、サンゴ礁調査）(1991) より 

図 2-19 震災前の状況（アマモ場）〔広田湾〕 

 

 
第 5回自然環境保全基礎調査海域生物環境調査報告書（海辺調査）(1996～1997) より 

図 2-20 震災前の状況（アマモ場）〔広田湾〕 
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簡易調査 025

藻場の名称

調査地の所在

緯度・経度

藻場のタイプ

調査位置図

藻場の地形的特徴

藻場底質の特徴

藻場生物相の特徴

藻場保全上の注意点

調査日

調査責任者 仲岡雅裕

本調査では、広田湾奥のアマモ場で潜水調査を行った。その結果、アマモとタ
チアマモ2 種の分布が確認された。アマモは水深3m 以浅に、タチアマモはそ
れより深い海域にいずれも連続的に分布しており、その境界は比較的明瞭で
あった。いずれ種も連続的に分布しており、密度、現存量共に非常に高いこと
が判明した。
環境庁の自然環境保全基礎調査(1991)により当地には三陸地域でも最大規
模の面積のアマモ場の存在が報告されていたが、本調査によりその分布が
2005 年においても大きく変わっていないことが確認された。地元の人によると
アマモ場の分布域は拡大傾向にあるとの話である。分布域が広くかつ連続的
である理由として、波あたりの弱い砂泥底の海底が広く分布していること、近年
の護岸堤や養殖筏の設置により静穏な海域が広がったことが考えられる。

三陸沿岸で最も広いアマモ場であることから、周辺域のアマモ場群集のソース
として機能している可能性があり、非常に重要な存在であると考えられる。
今後の温暖化、富栄養化、海岸地形の人為的改変等に伴い、現在優占して
いるアマモとタチアマモの分布域が今後変動する可能性があり、経時的なモニ
タリングが必要である。
アマモおよびタチアマモの現存量が非常に高いため、船舶通行、養殖施設、
海水浴などに負の影響が指摘されている。また、護岸堤周辺では夏季から秋
季にアマモ地上部の枯死に伴い、海域の貧酸素化、富栄養化などの弊害が
指摘されている。後者は、湾内が閉鎖的で流動が少ないこと、かつ護岸壁によ
り海草が打ち上げられることなく海水中で堆積する点などに起因すると思われ
る。この解決のためには、自然海浜・潮間帯の復元、アマモ流出体の定期的な
回収（人為的な移動）などの施策が必要であろう。

2005 年７月21 日午前９時から13 時
調査時期は, アマモおよびタチアマモの開花・結実期に相当し、現存量
が1 年で最大になる時期に対応

広田湾

岩手県陸前高田市米ヶ崎周辺

39.00000 N, 141.66666 E

砂および泥

アマモ場

リアス式海岸、周辺後背地は護岸底、岩礁、砂浜など

 
第 7回 自然環境保全基礎調査（浅海域生態系調査（藻場調査））より 

図 2-21 震災前の状況（アマモ場）〔広田湾〕 
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岩手県立広田水産高等学校では、平成 16～18 年度に課題研究として、海洋科学コースの学生に

よるアマモ場調査が行われた。 

平成 16年度の研究発表によると、「藻場」は両替の海岸線から沖に向かって一番遠く離れた場所

で約 27ｍ、海岸線に沿って約 1,130ｍで、水深 1ｍから水深 6ｍの深さまで繁殖しており、「アマモ」

の長さは短いもので約 1ｍ、長いものでは約 2.5ｍあり、湾内の約 1/3を占めるほど規模の大きい藻

場であった。 

平成 17年度の研究発表によると、「藻場」の規模は 16年度と同様広大であり殆どが「アマモ」

であった。繁殖状況は 16 年度以上との感想が述べられている。特に岸よりでは水深 20cm 位の場

所から繁茂しており「アマモ」の繁茂は非常に密になっているようである。 

平成 18年度の研究発表によると、「藻場」

に繁茂しているものは「アマモ」が殆どで、

繁茂範囲は平成 17 年度同様の規模で小友浦

全域にわたっていた。繁茂密度については、

平成 17 年度は小友側岸側が密に繁殖してい

たが、平成 18 年度は米崎側や養殖棚航路よ

り沖側で 2ｍ以上の丈で密に繁茂していた。 

小友岸側では昨年度 2ｍ以上に生長してい

た「アマモ」が 50ｃｍ前後にしか生長して

おらず、水深 20ｃｍ位の場所ではまばらな

状況であった。米ヶ崎側八幡神社下の「アマモ」は 2ｍ以上に生長し、高密度の状態であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 17年度状況 平成 18年度状況 

 

平成 18年度アマモの繁茂範囲 
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（４） 気仙沼湾 

表 2-12に震災前の調査状況の一覧を示す。 

表 2-12 震災前の調査状況一覧〔気仙沼湾〕 

水質 底質 プランクトン ベントス アマモ

1 第4回自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査(海辺調査）報告書 環境省(環境庁） 1991年 ○

2 第5回自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査(海辺調査）報告書 環境省(環境庁） 1996～1997年 ○

3 平成17年度公共用水域水質測定結果 環境省 2005年 ○

4 平成18年度公共用水域水質測定結果 環境省 2006年 ○

5 平成19年度公共用水域水質測定結果 環境省 2007年 ○

6 平成20年度公共用水域水質測定結果 環境省 2008年 ○

7 平成21年度公共用水域水質測定結果 環境省 2009年 ○

8 気仙沼　貝毒プランクトン出現状況H22
水産技術総合
センター
気仙沼試験場

2011年6月～
2012年2月

○

9 全湾底質調査
水産技術総合
センター
気仙沼試験場

2010年5月 ○

10 底質ベントス調査
水産技術総合
センター

2008年5月 ○

番
号

資料名 発行者 調査時期
調査項目

 

気仙沼湾では図 2-22に示す 10地点で公共用水域水質測定が行われており、7地点が水質汚濁に

係る環境基準の水域類型の A 類型で、ＮＰ類型はⅡに、湾奥の 3 地点が B 類型でＮＰ類型はⅢに

指定されている。 
A類型 pH 平均値が 7.8以上 8.3以下 DO 平均値が 7.5mg/L以上 

COD 75％値が 2.0mg/L以下 
B類型 pH 平均値が 7.8以上 8.3以下 DO 平均値が 5mg/L以上 

COD 75％値が 3.0mg/L以下 
NP類型Ⅱ 全窒素 平均値が 0.3mg/L以下 全りん 平均値が 0.03mg/L以下 
NP類型Ⅲ 全窒素 平均値が 0.6mg/L以下 全りん 平均値が 0.05mg/L以下 

 

図 2-22 気仙沼湾における水質調査位置(公共用水域水質測定) 
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平成 17年度から平成 21年度までの公共用水域水質測定の結果を図 2-23に示す。なお、グラフは調

査地点間の平均値と最大・最小値を示している。 

 

水温は 3.4～24.0℃の範囲であった。８月調査時に最も高く、２月～３月に最も低くかった。年間で

約 15～20℃の較差がみられた。平均値でみると各地点間に大きな差はみられなかった。 

 

透明度は 1.4～19.5ｍの範囲、平均 7.2ｍであり、冬季に高い傾向がみられた。平均値でみると湾東側

の基準点－Ｋ－３（日向貝）と外浜沖で 10m以上と高く、湾奥の基準点－明神﨑沖と蜂ヶ﨑沖で 4ｍ台

の低い値であった。 

 

pHは 7.7～8.8の範囲、平均 8.2であった。概ね、湾奥で若干低い傾向がみられた。 

 

DO は 4.7～14mg/L の範囲、平均 9.0mg/L であった。年間の平均値でみると最も湾奥の基準点－明

神﨑沖で他の地点に比べ若干低い値であった。各地点とも、水温の低い冬季に高く、秋季に低い季節変

化がみられた。 

 

CODは 0.5～14mg/Lの範囲、平均 1.8mg/Lであった。湾奥ほど高い分布がみられ、概ね、夏季に高

い傾向がみられた。 

 

全窒素は、0.07～1.3mg/Lの範囲で、平均は 0.26mg/Lであった。夏季に高く、湾奥ほど高い分布で

あった。 

 

全りんは 0.004～0.27mg/Lの範囲、平均 0.032mg/Lであった。全窒素と同様、夏季に高く、湾奥ほ

ど高い傾向がみられた。 
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公共用水域水質測定結果より 

図 2-23(1) 震災前の状況（公共用水域水質測定結果）〔気仙沼湾〕 
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公共用水域水質測定結果より 

図 2-23(2) 震災前の状況（公共用水域水質測定結果）〔気仙沼湾〕 
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気仙沼湾では、宮城県水産技術総合センター気仙沼水産試験場によって平成 22年 5月に、図 2-24

に示す調査地点において底質調査が実施されている。 

 

底質調査の結果を、表 2-13、図 2-25に示す。この調査では、化学的酸素要求量(COD)、硫化物

(T-S)、強熱減量(I.L.)、水分含量、粒度組成について調査されている。 

 

CODは 1.0～66.8 mg/dry.gの範囲にあり、大川河口部の調査地点 7, 8や鹿折川河口部の調査地

点 1, 2で高く、西側の湾口部で低い傾向がみられた。 

T-Sは 0.00～5.58 mg/dry.gの範囲にあり、鹿折川河口部の調査地点 1, 2で高い傾向がみられた。 

強熱減量は 2.5～18.1％の範囲にあり、調査地点 7, 15, 22で高く、湾口に近い地点では低い傾向

がみられた。 

粒度組成は大島の西側に当たる調査地点 18 で、粒径 2.0mm 以上の粒度が 29.8％と突出して大

きく、その他の地点では粒径 0.5mm以下の粒度が多かった。 

 

 

図 2-24 宮城県水産技術センターによる底質調査地点〔気仙沼湾〕 
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表 2-13 震災前の状況（底質）〔気仙沼湾〕 

COD T-S I.L. 水分含量

Ｓｔ． mg/ mg/
dry・g dry・g ％ ％

1 51.6 5.58 13.8 69.4 0.1 0.4 0.5 0.4 5.6 3.3 89.8
2 52.2 4.25 13.3 67.0 4.1 0.1 0.2 0.6 3.2 2.8 89.0
3 35.7 0.45 9.3 54.0 12.5 8.0 2.7 2.5 10.1 5.6 58.7
4 10.1 0.45 9.1 51.0 1.4 0.5 1.1 7.9 21.0 8.4 59.8
5 30.0 1.80 13.0 63.3 0.4 0.4 0.4 1.9 13.7 10.6 72.5
6 25.5 0.84 14.8 68.4 1.9 0.2 0.5 0.4 2.5 4.2 90.3
7 61.7 2.39 18.1 73.3 1.9 1.9 0.7 0.9 4.9 5.6 84.1
8 66.8 0.70 15.4 68.6 1.6 1.3 0.8 3.4 23.5 9.6 59.9
9 28.9 0.48 13.6 67.6 0.6 0.6 0.3 0.8 15.8 6.9 75.0
10 28.6 0.63 14.6 55.5 6.3 4.2 3.2 6.2 7.9 13.0 59.2
11 32.8 0.69 15.0 70.9 3.7 2.5 1.2 0.3 2.0 3.9 86.4
12 15.3 0.55 15.6 68.0 0.3 0.3 0.5 0.8 1.4 1.2 95.5
13 4.6 0.07 2.5 30.6 3.7 1.8 2.7 77.0 13.3 0.9 0.5
14 26.9 0.22 10.1 51.5 0.7 0.1 0.4 0.7 4.7 33.4 60.0
15 24.2 0.15 17.2 67.9 0.9 1.1 1.0 0.9 1.4 2.9 91.8
16 7.8 0.08 7.2 34.6 2.6 9.7 8.8 33.4 35.0 7.5 3.1
17 1.0 0.00 5.0 29.3 1.0 2.7 5.7 40.6 48.9 0.9 0.2
18 8.4 0.04 4.9 31.3 29.8 11.6 9.2 13.2 24.2 4.7 7.3
19 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
20 46.5 1.11 13.8 67.2 0.2 1.6 0.8 1.6 2.4 3.4 90.0
21 37.9 0.20 15.4 71.0 0.2 1.0 0.4 0.6 2.8 2.5 92.5
22 50.8 0.23 17.4 73.1 0.7 1.6 2.9 2.9 5.1 1.9 84.9
23 36.5 0.25 12.7 58.7 18.8 3.6 2.2 2.8 5.5 2.3 64.7
24 48.0 0.13 16.2 72.7 1.1 1.1 1.1 2.3 4.5 2.9 87.0
25 29.5 0.93 15.0 68.6 0.6 0.4 1.2 2.4 4.1 8.1 83.2
26 9.7 0.00 5.8 44.4 4.6 10.2 8.7 14.2 48.9 9.1 4.2
27 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐
28 4.0 1.40 5.9 28.3 0.2 1.0 3.1 9.3 42.1 35.4 8.9

注）St.19およびSt.27は欠測。

粒度別組成比　％

試料採取　平成22年5月
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※St.19,St.27は欠測  
図 2-25 震災前の状況（粒度組成）〔気仙沼湾〕 
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気仙沼では、宮城県水産総合技術センターにより継続的に有毒プランクトンの調査が実施されて

いる。平成 3年度から平成 4年度までの 2～3月の分析結果の概要を表 2-14に示す。 

なお、主な出現種は属ごとに色分けしてある。 

平成 3 年度は 3 月に調査が行われておらず、2 月調査では鶴ヶ浦（湾奥部）、岩井崎（湾口部）

ともに Skeletonema costatum、 Thalassiosira nordenskioeldii、Nitzschia cf. pungens、

Chaetoceros curvisetumなどが優占していた。 

平成 4 年度は 2 月、3 月ともに調査が行われており、二ツ根（湾口内側）、岩井崎（湾口外側）

ともに Thalassiosira属や Chaetoceros属、Nitzschia cf. pungens、Cryptophyceaeなどが優占し

ていた。 

 

表 2-14(1) 震災前の状況（植物プランクトン平成 3年度）〔気仙沼湾〕 

採集月日 平成4年2月10日 平成4年2月10日
採集測点 鶴ヶ浦 岩井崎
採集層 10m 10m
種類数 11 22
細胞数 44280 60600

Skeletonema costatum Skeletonema costatum
Thalassiosira nordenskioeldii Thalassiosira nordenskioeldii
Chaetoceros curvisetum Chaetoceros curvisetum

　注）主な出現種は、各検体の細胞数上位3種とした。

主な
出現種

 
 

表 2-14(2) 震災前の状況（植物プランクトン平成 4年度）〔気仙沼湾〕 

採集月日 平成5年2月5日 平成5年2月15日 平成5年2月19日 平成5年2月26日 平成5年3月5日
採集測点 二ツ根 二ツ根 二ツ根 二ツ根 二ツ根
採集層 5m 5m 5m 5m 5m
種類数 15 17 14 11 13
細胞数 239848 51760 26880 20040 36640

Asterionella glacialis Thalassiosira spp. Thalassiosira spp. Thalassiosira spp. Chaetoceros debile
Navicula  sp. Chaetoceros debile Nitzschia cf. pungens Nitzschia cf. pungens Nitzschia cf. pungens
Cryptophyceae Cryptophyceae Cryptophyceae Cryptophyceae Cryptophyceae

採集月日 平成5年2月5日 平成5年2月15日 平成5年2月19日 平成5年2月26日 平成5年3月5日
採集測点 岩井崎 岩井崎 岩井崎 岩井崎 岩井崎
採集層 5m 5m 5m 5m 5m
種類数 18 22 19 18 16
細胞数 78080 660320 87740 22800 645760

Thalassiosira spp. Thalassiosira spp. Chaetoceros debile Chaetoceros debile Chaetoceros debile
Chaetoceros curvisetum Chaetoceros debile Nitzschia cf. pungens Nitzschia cf. pungens Chaetoceros spp.
Asterionella glacialis Cryptophyceae Cryptophyceae Euglenophyceae Cryptophyceae

採集月日 平成5年2月26日
採集測点 神明崎
採集層 3m
種類数 11
細胞数 1806960

Euglenophyceae
Prasinophyceae
Cryptophyceae

　注）主な出現種は、各検体の細胞数上位3種とした。

主な
出現種

主な
出現種

主な
出現種
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気仙沼湾では、宮城県水産技術総合センター気仙沼水産試験場によって平成 20年 5月に、図 2-26

に示す調査地点において底生生物調査が実施されている。 

湾奥部の St.1で節足動物の個体数が多く、大川河口部の St.2、湾口部の St.3で環形動物の個体

数が多い傾向がみられた。 

 

図 2-26 気仙沼湾における底生生物調査位置〔気仙沼湾〕 

 

表 2-15 震災前の状況（底生生物）〔気仙沼湾〕 

調査名

調査者

調査時期

調査地点

調査方法

出現種類数 42       同定せず 同定せず

環形動物 132       ( 30.4) 274       ( 89.5) 230       ( 68.5) 

出現 軟体動物 24       ( 5.5) 28       ( 9.2) 32       ( 9.5) 

個体数 節足動物 272       ( 62.7) 4       ( 1.3) 74       ( 22.0) 

そ の 他 6       ( 1.4) 0       ( 0.0) 0       ( 0.0) 

合    計 434       306       336       

環形動物 1.37       ( 0.3) 11.22       ( 3.7) 29.94       ( 8.9) 

出現 軟体動物 2.12       ( 0.5) 4.64       ( 1.5) 32.74       ( 9.7) 

湿重量 節足動物 0.78       ( 0.2) 0.02       ( 0.0) 0.50       ( 0.1) 

(g) そ の 他 0.11       ( 0.0) 0.00       ( 0.0) 0.00       ( 0.0) 

合    計 4.38       15.88       63.18       

環形動物 カタマガリギボシイソメ

Tharx  sp.

主

な 軟体動物

出

現

種 節足動物 アリアケドロクダムシ

（％） イバラワレカラ

そ の 他

注：1.（　）内の数値は、総出現個体数に対する組成比率を示す。

　　2.主な出現種は、個体数の組成比が5％以上のものを記載した。

項　　目

気仙沼湾St.1

エクマンバージ型採泥器(0.0225㎡)×4回

宮城県水産技術総合センター気仙沼水産試験場

底質・ベントス調査

平成20年5月26日

気仙沼湾St.2 気仙沼湾St.3

エクマンバージ型採泥器(0.0225㎡)×4回 エクマンバージ型採泥器(0.0225㎡)×4回

底質・ベントス調査 底質・ベントス調査

宮城県水産技術総合センター気仙沼水産試験場 宮城県水産技術総合センター気仙沼水産試験場

平成20年5月27日 平成20年5月28日



 

 2-48

 
第 4回自然環境保全基礎調査海域生物環境調査報告書（干潟、藻場、サンゴ礁調査）(1991) より 

図 2-27 震災前の状況（アマモ場）〔気仙沼湾〕 

 
第 5回自然環境保全基礎調査海域生物環境調査報告書（海辺調査）(1996～1997) より 

図 2-28 震災前の状況（アマモ場）〔気仙沼湾〕 
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（５） 松島湾 

表 2-16に震災前の調査状況の一覧を示す。 

表 2-16 震災前の調査状況一覧〔松島湾〕 

水質 底質 プランクトン ベントス アマモ

1 第4回自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査(海辺調査）報告書 環境省(環境庁） 1991年 ○

2 第5回自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査(海辺調査）報告書 環境省(環境庁） 1996～1997年 ○

3 第7回自然環境保全基礎調査浅海域生態系調査（藻場調査）報告書 環境省 2005年7月 ○

4 平成17年度公共用水域水質測定結果 環境省 2005年 ○

5 平成18年度公共用水域水質測定結果 環境省 2006年 ○

6 平成19年度公共用水域水質測定結果 環境省 2007年 ○

7 平成20年度公共用水域水質測定結果 環境省 2008年 ○

8 平成21年度公共用水域水質測定結果 環境省 2009年 ○

9 松島湾リフレッシュ事業 宮城県 1991～2006年 ○ ○ ○ ○ ○

10 底質ベントス調査
水産技術総合
センター

2008年5月 ○

番
号

資料名 発行者 調査時期
調査項目

 

松島湾の調査対象域では図 2-29 に示す 8 地点で公共用水域水質測定が行われており、8 地点と

も水質汚濁に係る環境基準の水域類型の A類型に指定されている。また、NP類型はⅡである。 

A類型 pH 平均値が 7.8以上 8.3以下 DO 平均値が 7.5mg/L以上 

COD 75％値が 2.0mg/L以下 

NP類型Ⅱ 全窒素 平均値が 0.3mg/L以下 全りん 平均値が 0.03mg/L以下 

 

 

図 2-29 松島湾における水質調査位置(公共用水域水質測定) 
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平成 17年度から平成 21年度までの公共用水域水質測定の結果を図 2-23に示す。なお、グラフは調

査地点間の平均値と最大・最小値を示している。 

 

水温は 0.1～27.5℃の範囲であった。概ね 8月調査時に最も高く、2月に最も低く、年間で約 25℃の

較差がみられた。平均値でみると各地点間に大きな差はみられなかった。 

 

透明度は 0.6～4.8ｍの範囲、平均 2.2ｍであり、冬季に高い傾向がみられた。平均値でみると地点間

に大きな差はみられなかった。 

 

pHは 7.7～8.6の範囲、平均 8.1であり、地点間の差は小さかった。また、経年および季節変化にも

顕著な傾向はみられなかった。 

 

DO は 5.1～12mg/L の範囲、平均 8.6mg/L であった。年間の平均値でみると地点間の差は小さく、

水平分布に顕著な傾向はみられなかった。各地点とも、水温の低い冬季に高く、夏季～秋季に低くなる

季節変化がみられた。 

 

COD は 0.5～6.1mg/L の範囲、平均 2.4mg/L であった。概ね夏季～秋季に高く、冬季に低い傾向が

みられた。また、平均値でみると湾奥の基準点－蛇島崎西で最も高い値がみられた。 

 

全窒素は 0.05～0.84mg/L の範囲、平均 0.23mg/L であった。概ね冬季に低くなる傾向がみられ、平

均値でみると地点間の差は小さく、水平分布に顕著な傾向はみられなかった。 

 

全りんは 0.003～0.10mg/Lの範囲、平均 0.033mg/Lであった。概ね秋季に高く、冬季に低い季節変

化がみられた。また、平均値でみると地点間の差は小さく、水平分布に顕著な傾向はみられなかった。 
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公共用水域水質測定結果より 

図 2-30(1) 震災前の状況（水質）〔松島湾〕 
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公共用水域水質測定結果より 

図 2-30(2) 震災前の状況（水質）〔松島湾〕 
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松島湾では、宮城県水産技術総合センター気仙沼水産試験場によって平成 22年に、図 2-31に示

す調査地点において底質・底生生物調査が実施されている。 

 

底質調査の結果を、表 2-17、図 2-32 に示す。この調査では、乾泥率、強熱減量(I.L.)、化学的

酸素要求量(COD)、硫化物(T-S)、粒度組成について調査されている。 

 

強熱減量は 8.07～12.91％の範囲にあり、塩釜湾内の St.5で最も高かった。 

CODは 22.17～47.45mg/dry.gの範囲にあり、St.6で高く、St.2, 4で低い傾向がみられた。 

T-Sは 0.03～2.25 mg/dry.gの範囲にあり、St.6で最も高く St.4で最も低かった。 

粒度組成は全地点で粒径 0.063mm未満の割合が高く、特に St.1, 3, 5, 6では 85％以上を占めて

いた。 

 

 

 

宮城県水産技術総合センターによる底質・ベントス調査より 
 

図 2-31 松島湾における既往調査位置（底質・ベントス）〔松島湾〕 

 

表 2-17 震災前の状況（底質）〔松島湾〕 

乾泥率 I.L COD TS

％ ％ mg/dry.g mg/dry.g >0.500mm
0.500～
0.250mm

0.250～
0.125mm

0.125～
0.063mm

0.063mm>

Ｓｔ．１ 27.27 11.50 45.34 0.87 0.00 1.72 4.13 2.58 91.56
Ｓｔ．２ 39.40 8.07 25.85 0.23 1.57 4.72 35.08 17.18 41.45
Ｓｔ．３ 29.75 11.42 46.21 0.48 1.60 0.64 4.94 6.86 85.96
Ｓｔ．４ 41.17 10.28 22.17 0.03 8.16 9.82 24.85 10.77 46.40
Ｓｔ．５ 26.93 12.91 43.63 0.48 0.36 1.45 2.55 5.46 90.18
Ｓｔ．６ 29.63 11.55 47.45 2.25 0.62 0.62 2.02 4.98 91.74

粒度
調査地点

採取日：2010年05月11日
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図 2-32 震災前の状況（粒度組成）〔松島湾〕 

 

底生生物調査は、底質調査と同じ地点のうち、2 地点で実施されている。底生生物調査の結果を

表 2-18に示す。 

各地点の出現種類数は 11～15 種類であり、個体数をみると両地点とも環形動物が優占し、95%

以上を占めていた。 

 
表 2-18 震災前の状況（底生生物）〔松島湾〕 

調査名 底質・ベントス調査

調査者

調査時期

調査地点 松島湾St.2 松島湾St.4

調査方法

出現種類数

環形動物 136       ( 97.1) 64       ( 95.5) 

出現 軟体動物 4       ( 2.9) 1       ( 1.5) 

個体数 節足動物 ( 0.0) 1       ( 1.5) 

そ の 他 ( 0.0) 1       ( 1.5) 

合    計 140       67       

環形動物 3.65       ( 2.6) 1.65       ( 2.5) 

出現 軟体動物 0.10       ( 0.1) 0.11       ( 0.2) 

湿重量 節足動物 ( 0.0) 0.12       ( 0.2) 

(g) そ の 他 ( 0.0) 0.10       ( 0.1) 

合    計 3.75       1.98       

環形動物 カタマガリギボシイソメ カタマガリギボシイソメ

Tharyx sp. ナガオタケフシゴカイ

ナガオタケフシゴカイ

主

な 軟体動物 チヨノハナガイ セマタスエモノガイ

出

現

種 節足動物 オオワレカラ

（％）

そ の 他 Amphioplus sp.

項　　目

宮城県水産技術総合センター気仙沼水産試験場

2010 年5月11日

エクマンバージ型採泥器(0.0225㎡)×4回 エクマンバージ型採泥器(0.0225㎡)×4回

11種 15種

 



 

 2-55

松島湾では、悪化した環境改善のため、平成 3年、松島湾リフレッシュ事業計画検討委員会が宮

城県庁内で設置され、松島湾リフレッシュ事業計画の策定のための海域調査が開始された。 

透明度は平成元年度頃以降上昇し、改善傾向にあり、CODは湾内平均で横ばい傾向であり、T-N

は平成 3 年度以降減少し、平成 6 年度からは全体的に横ばい傾向、T-P は平成 3 年度以降減少し、

改善傾向にある。 

 

 
松島湾リフレッシュ事業第 1回懇談会資料より 

図 2-33 松島湾リフレッシュ事業・水質調査地点〔松島湾〕 
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松島湾リフレッシュ事業第 1回懇談会資料より 

図 2-34 震災前の状況（松島湾リフレッシュ事業・水質）〔松島湾〕 
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松島湾リフレッシュ事業における底質調査は、図 2-35に示す 7地点で行われている。 

地点間を比較すると、COD、硫化物、T-N について、湾の東側にあたる E-9 や湾奥の E-6 で高

く、湾口部の E-1や E-2で低い傾向がみられた。 

T-Pについては、年ごとの変動が大きく、明瞭な傾向はみられなかった。 

 

 
松島湾リフレッシュ事業第 1回懇談会資料より 

図 2-35 松島湾リフレッシュ事業・底質調査地点〔松島湾〕 
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松島湾リフレッシュ事業第 1回懇談会資料より 

図 2-36 震災前の状況（松島湾リフレッシュ事業・底質）〔松島湾〕 
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松島湾リフレッシュ事業におけるプランクトン調査は平成 3年 2月から平成 17年 2月までの期

間に図 2-37に示す 5地点で行われている。 

出現種類数は平成２年以降増加傾向にあったが、chl/phe（クロロフィル/フェオフィチン＝植物

プランクトンの活性度）や細胞数には目立った変動はなく、おおむね横ばいであった。 

また、E-4では赤潮構成種の細胞数比率調査が行われている。こちらも平成 2年以降減少傾向が

みられた。 

 

 
松島湾リフレッシュ事業第 1回懇談会資料より 

図 2-37 松島湾リフレッシュ事業・植物プランクトン調査地点〔松島湾〕 
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松島湾リフレッシュ事業第 1回懇談会資料より 

図 2-38 震災前の状況（松島湾リフレッシュ事業・植物プランクトン）〔松島湾〕 
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松島湾リフレッシュ事業における底生生物調査は図 2-39に示す 6地点において、平成 3年 2月

から平成 13年 2月に行われている。 

出現個体数には変動があり一定の傾向が見られないが、塩竈(E-1)や湾央(E-9)は湾内全体と比較

し個体数が少なく、松島(E-4)では個体数がやや多い傾向がみられた。 

全体的に多毛類が優占するが、松島(E-4)や湾央(E-9)ではまれに他の分類群の生物も優占した。 

 
松島湾リフレッシュ事業第 3回懇談会資料より 

図 2-39 松島湾リフレッシュ事業・底生生物調査地点〔松島湾〕 

 
松島湾リフレッシュ事業第 3回懇談会資料より 

図 2-40 震災前の状況（松島湾リフレッシュ事業・底生生物）〔松島湾〕 
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松島湾リフレッシュ事業では、

平成 4年 5月、平成 8年 6月、

平成 13年 2月にアマモ場の観察

を行っている。アマモ場の面積

は増加傾向にあり、平成 13年に

は松島湾全体でおよそ 13㎞ 2の

アマモ場が確認されている。 

 

 

 

 

 
松島湾リフレッシュ事業第 3回懇談会資料より 

図 2-41 アマモ場の面積の推移 

 
松島湾リフレッシュ事業第 3回懇談会資料より 

図 2-42 アマモ場の分布 
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第 4 回自然環境保全基礎調査海域生物環境調査報告書（干潟、藻場、サンゴ礁調査）によると、

アマモ場は松島湾に大規模な分布域が見られ、寒風沢では宮城県最大となる 483ha(4.83km2)のア

マモ場が確認され、松島湾におけるアマモ場の面積の合計は 1,000ha(10km2)を超えていた。 

 
第 4回 自然環境保全基礎調査（浅海域生態系調査（藻場調査））(1991) より 

図 2-43 震災前の状況（アマモ場）〔松島湾〕 

 
第 5回自然環境保全基礎調査海域生物環境調査報告書（海辺調査）(1996～1997) より 

図 2-44 震災前の状況（アマモ場）〔松島湾〕 
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簡易調査 029

藻場の名称

調査地の所在

緯度・経度

藻場のタイプ

調査位置図

藻場の地形的特徴

藻場底質の特徴

藻場生物相の特徴

藻場保全上の注意点

調査日

調査責任者

2005 年11 月10 日

玉置 仁

本地先において、優占種であるアマモ、その他には、ミル、アナアオサ、エゾノ
ネジモク、アカモク、アラメ（幼体）、ムカデノリsp.、イギス科の一種、オゴノリsp.、
カバノリ、マクサが観察された。
動物相としては、ホタテガイ、カキ、ヒトデ、葉上の小型巻貝、エビ（幼体：種名
不明）、ハゼ、タナゴが観察された。また本藻場周辺においては、アイナメやカ
レイが獲れる（ヒアリング調査）。
採取したアマモを観察したところ、根系の衰退が顕著に認められた。環境調査
を実施していないので、この原因に関しては不明であるが、可能性として、底
質環境の悪化（硫化物の増加）と透明度の低下によるものと推察される。本海
域と類似した閉鎖的な海域である宮城県長面湾では、水中光量の低下と硫化
物の増加により、アマモの根系が衰退し、草体の流出に伴うアマモ場の減少が
認められている。

松島湾で採取されたアマモの地下部を観察したところ、著しい根の衰退が認め
られた。この原因として、底質環境の悪化と透明度の低下が可能性として推察
された。根の衰退に伴うアマモ地下部の固着力の低下が報告されていることか
ら、今後、水質・底質が更に悪化した場合、草体の流出によるアマモ場の減少
が危惧される。

閉鎖的な内湾

松島湾

宮城県塩釜市浦戸寒風沢地先

38.33966 N, 141.12119 E

泥 100％、カキ殻 +

アマモ場

 
第 7回 自然環境保全基礎調査（浅海域生態系調査（藻場調査））より 

図 2-45 震災前の状況（アマモ場）〔松島湾〕 
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《簡易調査海域の調査項目》 

(1) 調査海域にて、船上からの目視、スキンダイビング、スクーバ潜水等で、調査対象

藻場の現状を調査した。 

(2) 調査対象アマモ場の海藻・海草類について、出現種、種組成リストを作成した。（生

育種目視確認、 生育状況写真撮影等） 

(3) 必要に応じて、観察された動物種を記録した。 

(4) 調査対象アマモ場の特徴等、 簡易調査報告個票（表）に記録した。 

 

疎密度判断基準 

濃生      海底面がほとんど植生によって覆われている。 

密生      海底面より植生のほうが多い。 

疎生      植生よりも海底面のほうが多い。 

点生      まばらに生えている。 

 

疎密度イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 濃生 密生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 疎生 点生 
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表 3-3 アマモ場調査の調査個票（重点調査） 
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表 3-4 アマモ場調査の調査個票（簡易調査） 

 

 

 

カ その他 

写真、野帳への記録等により現地の状況について記録した。現地の状況は、油膜の有無、

赤潮の発生の有無、水色、調査地点近傍の潮目の状況、漂流ゴミなどとした。 
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3-2. 調査地点 

調査は、各対象海域で、以下のとおりの箇所で実施した。 

 

ア：水質調査、イ：底質調査、ウ：動植物プランクトン調査、エ：底生生物調査 

環境基準点、河川流入、事業場排水の流入、アマモ場の消失箇所等を考慮し、各海域 10

地点程度で実施した。 

オ：アマモ場に関する調査 

対象海域全域ごとに過去にアマモ場の分布が確認された範囲の中から 20ha程度で実施

した。 

 

各対象海域における調査地点と、その選定根拠を図 3-8～図 3-12に示す。 
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項目 選定調査地点 選定理由 

水質 環境基準点：２地点 

公共用水域水質測定点：１地点 

既存の底質調査地点：６地点 

津軽石川河口：１地点 

・海水交換が悪く、震災の影響を受けやすい

と考えられる湾奥部を中心に選定 

・震災前後の調査結果を比較可能な地点 

・汚濁負荷源となる閉伊川・津軽石川河口（被

災した下水処理場の流入部を含む） 

底質 （水質地点と同様） ・水質との関連性を把握するために、水質調

査地点と同一 

プランクトン （水質地点と同様） ・水質との関連性を把握するために、水質調

査地点と同一 

底生生物 （水質地点と同様） ・震災前後の調査結果を比較可能な地点 

・底質との関連性を把握するために、底質地

点と同一 

アマモ場 湾内の２か所の大きなアマモ場のう

ち、白浜地点付近 
他の赤前地区は、他の調査が実施されている

ため 

図 3-8 調査地点と選定根拠〔宮古湾〕 
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項目 選定調査地点 選定理由 

水質 環境基準点：３地点 

既存の底質調査地点：６地点 

湾軸方向の湾口：１地点 

・海水交換が悪く、震災の影響を受けやすい

と考えられる湾奥部を中心に選定 

・震災前後の調査結果を比較可能な地点 

・汚濁負荷源となる大槌川・鵜住居川河口（被

災した下水処理場の流入部を含む） 

底質 （水質地点と同様） ・水質との関連性を把握するために、水質調

査地点と同一 

プランクトン （水質地点と同様） ・水質との関連性を把握するために、水質調

査地点と同一 

底生生物 （水質地点と同様） ・震災前後の調査結果を比較可能な地点 

・底質との関連性を把握するために、底質地

点と同一 

アマモ場 湾内の震災前の比較的大きなアマモ

場のうち、室浜地先 
震災前に比較的大きなアマモ場が存在した、

白浜、根浜では東京大学をはじめとして調査

が実施されている。ヒアリングで未調査とさ

れていた、室浜を選定 

図 3-9 調査地点と選定根拠〔大槌湾〕 
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項目 選定調査地点 選定理由 

水質 環境基準点：３地点 

既存の底質調査地点：７地点 

・海水交換が悪く、震災の影響を受けやすいと考え

られる湾奥部を中心に選定 

・震災前後の調査結果を比較可能な地点 

・汚濁負荷源となる気仙川河口（被災した下水処理

場の流入部を含む） 

底質 （水質地点と同様） ・水質との関連性を把握するために、水質調査地点

と同一 

プランクトン （水質地点と同様） ・水質との関連性を把握するために、水質調査地点

と同一 

底生生物 （水質地点と同様） ・震災前後の調査結果を比較可能な地点 

・底質との関連性を把握するために、底質地点と同

一 

アマモ場 湾内の震災前の比較的大きなアマモ

場のうち、米崎地先より西側海域 
震災前には、米崎周辺に広大なアマモ場が存在して

いたが、そのうち、米崎地先よりも東側海域は岩手

水産技術センターが調査を実施するため、ヒアリン

グで未調査とされていた、米崎地先西側海域を選定

図 3-10 調査地点と選定根拠〔広田湾〕 
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項目 選定調査地点 選定理由 

水質 環境基準点：６地点 

既存の水質調査地点：４地点 

・海水交換が悪く、震災の影響を受けやすい

と考えられる湾奥部を中心に選定 

・震災前後の調査結果を比較可能な地点 

・汚濁負荷源となる大川・面瀬川河口（被災

した下水処理場の流入部を含む） 

底質 （水質地点と同様） ・水質との関連性を把握するために、水質調

査地点と同一 

プランクトン （水質地点と同様） ・水質との関連性を把握するために、水質調

査地点と同一 

底生生物 （水質地点と同様） ・震災前後の調査結果を比較可能な地点 

・底質との関連性を把握するために、底質地

点と同一 

アマモ場 湾内の鳴き砂浜（九九鳴き浜、十八鳴

き浜）の前面。補助点として、22年度
環境省業務で、存在が示唆されていた

西浦中央部も選定(図中  印)。 

震災前には、ヒアリングによればまとまった

アマモ場はないとのことであったが、小規模

ながらアマモが存在し、里海再生の観点から、

天然記念物である鳴き浜の前面を選定。 

 

図 3-11 調査地点と選定根拠〔気仙沼湾〕 
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項目 選定調査地点 選定理由 

水質 環境基準点：１地点 

既存の水質調査地点：６地点 

既存の底質調査地点：３地点 

・海水交換が悪く、震災の影響を受けやすい

と考えられる湾奥部を中心に選定 

・震災前後の調査結果を比較可能な地点 

底質 （水質地点と同様） ・水質との関連性を把握するために、水質調

査地点と同一 

プランクトン （水質地点と同様） ・水質との関連性を把握するために、水質調

査地点と同一 

底生生物 （水質地点と同様） ・震災前後の調査結果を比較可能な地点 

・底質との関連性を把握するために、底質地

点と同一 

アマモ場 湾内のアマモ場のうち、櫃ヶ浦、美女

浦を選定。 
震災前には、湾内各所にアマモ場が存在した

が、ヒアリング・事前調査によればほぼ壊滅

状態。そのうち、残存が示唆され、かつ調査

が進んでおらず、また、干潟が存在するなど

陸域からの連続性を有する２浦を選定。 

 

図 3-12 調査地点と選定根拠〔松島湾〕 
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3-3. 調査実施状況 

現地調査の実施状況は、表 3-5に示すとおりであった。 

 

表 3-5 現地調査実施状況 

海域 調査項目 調査実施日 数量 単位 備考 

宮
古
湾 

水質調査 2月 25日 10 地点  

底質調査 2月 26日 10 地点  

プランクトン調査 2月 25日 10 地点  

底生生物調査 2月 26日 10 地点  

アマモ場に関する調査 3月 8日 1 式  

大
槌
湾 

水質調査 2月 29日 10 地点  

底質調査 
2月 29日 
3月 9日 

10 地点 
2/29に 3地点、 

3/9に 7地点を実施 

プランクトン調査 2月 29日 10 地点  

底生生物調査 
2月 29日 
3月 9日 

10 地点 
2/29に 3地点、 

3/9に 7地点を実施 

アマモ場に関する調査 3月 9日 1 式  

広
田
湾 

水質調査 3月 2日 10 地点  

底質調査 3月 2,3日 10 地点 
3/2に 3地点、 

3/3に 7地点を実施 

プランクトン調査 3月 2日 10 地点  

底生生物調査 3月 2,3日 10 地点 
3/2に 3地点、 

3/3に 7地点を実施 

アマモ場に関する調査 3月 5日 1 式  

気
仙
沼
湾 

水質調査 3月 8日 10 地点  

底質調査 3月 7日 10 地点  

プランクトン調査 3月 8日 10 地点  

底生生物調査 3月 7日 10 地点  

アマモ場に関する調査 2月 28日 1 式  

松
島
湾 

水質調査 3月 8日 10 地点  

底質調査 3月 4日 10 地点  

プランクトン調査 3月 8日 10 地点  

底生生物調査 3月 4日 10 地点  

アマモ場に関する調査 3月 1,2日 1 式 
3/1に櫃ヶ浦、 

3/2に美女浦を実施 
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